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開議 午前９時３０分 

 

○議長（永谷幸弘君） 

  ただいまの出席議員は１２名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程はお手元に配付のとおり

でございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  質問者は、豊能町議会運営に関する申合

せ事項の会議規則に関わる申合せ事項に記

されているように、通告にない質問はでき

ません。また、質疑・答弁合わせて５０分

と限られていますので、答弁者は簡潔明瞭

に答弁をしてください。 

  昨日に引き続き、順次発言を許します。

質問者は質問者席に登壇して質問を行って

ください。持ち時間は、質問及び答弁を合

わせて５０分といたします。 

  管野英美子議員を指名いたします。 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  皆様、おはようございます。５番・管野

英美子でございます。 

  議長の御指名を受けましたので、議員に

なって２８回目の一般質問をさせていただ

きます。 

  まずは、情報発信についてです。ホーム

ページの更新が遅い町長の部屋やとよのん

のフェイスブックについて。とよのんは今、

ゆるキャラグランプリ中でもあるのでそこ

そこ投稿されていますが、町長の部屋は９

月２日に８月分を一気に更新されています。

７月は７月２２日までです。２４日にはコ

ロナの対策会議を３回やったと教育委員会

を傍聴して知ったのですが書かれていませ

ん。どなたが管理されているのですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  おはようございます。 

  町長の部屋についてという御質問ですが、

こちらの町長の部屋は原則月末締めの翌月

更新ということで関係課と調整して更新す

ることとしております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  今まではちょこちょこ更新されてたと思

うんですけれども、方針が変わったという

ことですか。月に１回だけ町長の日程をざ

っと入れるということですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  これまで必要に応じてということはして

いたかと思いますが、このホームページの

町長の部屋については原則的には月末締め

の翌月更新ということで進めていくという

ことになっております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  コロナのことで町長は御自分のフェイス

ブックに小まめに更新されているんです。

町長の部屋は一向に更新されないことを、

私もそうですけども住民の方も言われたん

ですね。町長に伺います。御自分のお部屋

なんですがそれでよいと思っていらっしゃ

いますか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  おはようございます。 

  管野議員が御指摘のところは、私の個人
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アカウントのホームページとそれから町長

の部屋とかそういう部分がリンクしていな

いというようなことですけれども、今、個

人アカウントに関しては私が管理をしてお

りますけれども、町長の部屋に関しては、

いち早くというものをお願いをしてるとこ

ろでございますけれども、運営に関して遅

いということであれば今後協議させていた

だきます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  いち早くとおっしゃっているのに月末締

めでという意味が私には分かりません。町

長がお書きになったら駄目なんですか。私

はフェイスブックに、今日一般質問ありま

すということも、昨日は６人の一般質問で

したということを晩に入れるんですね。だ

から町長が、今日は議会ありましたといっ

て帰るときに１行書いたらいいということ

じゃないですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  その考え方もあると思います。ただ、毎

日毎日更新ができるかというと私はできま

せんので、職員の人にお願いをしてるとい

うところです。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  ちょっと先に②の質問にいきます。新型

コロナウイルスでの情報発信ですけども、

町長に伺います。町長のフェイスブックに

吉川保育所の件で濃厚接触者が投稿されま

した。これはどういうことですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  今、コロナ関連の情報の基準ということ

ですけれども、もう管野議員も御存じだと

思いますけれども、感染症法に基づく１類

感染症が発生した場合には、発生状況に関

する情報を公表することになると。その公

表においては基本方針を踏まえて対応する

ということになってます。今回の感染症に

関しては、その基準も含めてですけれども

感染症による健康リスクが個人や社会に与

える影響を最小限にするためには、発生状

況に関する情報を積極的に公表することが

あるとされ、その基準に従う。ただし、公

表に関しては社会的影響についても十分考

慮し、誤った情報が広まることがないよう

に丁寧に説明することになってるというこ

とでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  でもその後、濃厚接触者の数を消されま

したよね。それはやっぱり間違いだったと

いうことですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  私の個人アカウントのことをおっしゃっ

てるんですか。個人アカウントの件に関し

ては通告にありませんけれども、お答えし

ましょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  この件について個人アカウントを見て町

長の部屋を見た。豊能町のホームページに

もこの濃厚接触者の数が書いていなかった。

お医者様のメールかラインにこの町長のフ
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ェイスブックですという情報を頂きました。

ということで町長の発信というのはとても

気をつけなければいけないと思うんですね。

その後もシートスで陽性者が出ました。自

分が濃厚接触者かどうか心配の住民もいま

して、しばらくはシートス行けへんという

人も聞いています。確認です。今後は地区

や濃厚接触者の数をホームページに公表さ

れるのですか、されないのですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  感染者数の公表の件でございますけども、

具体的なその基準というものは本町は持っ

ておりません。感染者が出ましたときに対

策本部会議を開きまして、社会への影響、

これらを考慮いたしましてこれまで公表で

きる範囲でしてきたということでございま

す。 

  御指摘の保育所とシートスの件でござい

ますが、保育所につきましてはやはり子ど

もへの風評被害といいますか、そういうも

のの恐れがありましたので、その点は考慮

しまして感染者の数、濃厚接触者の数、こ

れは公表しなかったということでございま

す。シートスの件につきましては、利用者

の方の感染者でございましたけども、濃厚

接触者の特定というところまでは至りませ

んでしたし、利用者もどなたが利用してい

たかということはもう分かっておりました

ので、広く公表する必要もないということ

で公表しなかったというようなことでござ

いました。 

  今後のことですね。今後どうするかとい

うことですが、今後も同じようにケースバ

イケースで感染者の情報はできる範囲で公

表していくということでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  犯人探しになるとか、陽性になったら、

感染したら謝罪をされている場合がありま

す。大学が特にそうですね。大学はいまだ

になかなか学校へ行けていないということ

です。今、子どもの風評被害があるから公

表しなかったと言いますけども、町長の個

人アカウントのフェイスブックには載ると

いうことは、私はここは気をつけて広報し

なきゃいけないと思ってるんです。住民も

もちろん気を付けなければいけませんけれ

ども、今後町内でパニックにならないよう

にお願いしたいと思います。 

  続いて、国民健康保険の免除について。 

  このオレンジ色の文書を国保料のお知ら

せに同封されていましたが、広報「とよの」

には掲載されていませんでした。国保の加

入世帯は3,３４１世帯と、国保の運営協議

会で伺ったんですけれども、今回の減免の

対象者は少ないかもしれませんが、ホーム

ページに２回の投稿をしてもらいましたが、

広報「とよの」で広く広報されなかったの

はなぜですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  暫時休憩します。 

（午前９時３９分 休憩） 

（午前９時３９分 再開） 

○議長（永谷幸弘君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  おはようございます。 

  国保の減免、コロナ関係の減免につきま

しては、対象者が国保の加入者ということ

で限られてございます。議員おっしゃいま

したように、国保の通知をするときに一緒

に同封してさせていただいてますので、そ

の対象者には全て行き渡っているものと考
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えてございますので、今回については広報

のほうには掲載しなかったということでご

ざいます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  この件については国保の運営協議会でも

質問が出たんで、その後ホームページに２

回目の投稿をしていただきました。それで

周知ができたのかなとも思います。 

  ちょっと①に戻りますが、委員会や審議

会等の資料の開示について。例を挙げます

と、この後の質問にあるんですが、地域公

共交通会議を傍聴していて阪急バス豊能西

線の運賃改定を知りました。公共料金なの

かなと思います。議会には関係ないかもし

れないけれど、傍聴していなかったら広報

「とよの」９月号を見て知ることになりま

す。昨日の秋元議員の総合まちづくり計画

の質問でも議会の意見を聞くとの答弁があ

ります。事前に知っておきたいんですが、

この資料等の開示をどのようにお考えです

か。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  ホームページにおいての各委員会、審議

会等の会議録の資料の開示については、現

在は各課の判断において掲載をしていると

いう、そういう状況でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  地域公共交通会議で後で載せますと言わ

れたので、その資料を欲しいと言ったんで

すね。運賃の値上げのことだったので。後

で載せますと言ってまだなんですけども、

その後でというのがどれぐらい後なのか。

議事録と一緒なのか答えください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  遅くなってて大変申し訳ないとは思って

おります。議事録と一緒に掲載させていた

だく予定にしております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  これからは審議会とか委員会とかやっぱ

りしっかり出なあかんのかなと思うんです

けど、昔はそんなことなかったでという職

員さんもいるので。議員が教育委員会で一

回８人並んでたときがあったらプレッシャ

ーかかるなとかって言われたのでね。早く

やっぱり開示してほしいなと思いました。 

  ２番目の質問です。福祉施策です。 

  ６月に独り暮らしの高齢者にお弁当を配

付されました。社協の事業ですが、福祉委

員や民生委員さんも関わっておられます。

お弁当を配付するのが目的の事業ではない

はずです。お考えをお聞かせください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  議員おっしゃいますように、このコロナ

禍ですので、今までといいますか、コロナ

禍の前までは、例年ですと地域の高齢者向

けにふれあいサロンやふれあいカフェやら

ふれあい会食などを通して、支援の必要な

方と地域の方々がつながりを持っていただ

いておりました。しかし、先ほど申し上げ

ましたようにコロナ禍ということでそうい

うことが困難になってまいりましたので、

社会福祉協議会の事業ということでござい
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ますが、お米のお届けとか、それからお弁

当の宅配を社会福祉協議会が大社協から１

０分の１０の交付金を受けて、先ほど議員

がおっしゃいましたように地域の福祉委員

さんなどの協力を得てなさっておられると

いうことでございますが、確かにお弁当を

お配りするということが目的ではなしに、

先ほど申し上げました、今はできていない

ふれあいサロンとかふれあい会食とか、そ

ういった方々の見守りの継続ということが

主たる目的でございますので、その目的が

きっちりと理解していただけるように、社

協を通じて地区福祉委員さんにも御理解い

ただけるように、もう一度私どもから、連

携している社協さんでございますので、社

協さんにお伝えしたいと思ってございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  今月末にもまた実施されるんですが、今

回の広報には共同募金運動配分金の一部を

活用と書かれてあります。以前にはなかっ

たものです。住民には、今、大社協とおっ

しゃいましたけど、府の補助金か町の補助

金か分からない。社協会費も説明なく集め

られるケースもあるわけです。コロナで仕

方がないかもしれませんが、昨日の川上議

員の質問の中で副町長が人間の本質、直接

触れ合うことという答弁もあります。少人

数で開催するとかお弁当を渡すときの工夫

をお願いしたいと思います。 

  続いて、８月５日に地域公共交通会議を

傍聴しました。阪急バス豊能西線の料金改

定についての議決がありました。阪急バス

によるとこの値上げで８００万円から９０

０万円の収入が見込めるとのことでした。

自治会の代表と老人会の代表の方が反対さ

れましたが、町から出席の３人の部長は賛

成されました。バスが運行されなくなった

ら困るので路線を確保するということは分

かります。今、1,０００万円の補助金を出

していますが、行政の方が賛成されたこと

でさらに補助金を出さないことが理解でき

ました。そこで町長に伺います。例えば新

光風台４丁目から市立川西病院に、今は介

護認定があっても「おでかけくん」は使え

ないわけで、バスと能勢電と川西のバスを

利用して頑張って行くときに、１６０円が

２２０円、３7.５％もの値上げです。１６

０円が１８０円だと渋々納得もしていただ

けるのかと思いますがこの大幅値上げです。

免許を返上された方、高齢者の施策として

補助のお考えはありませんか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  今のお尋ねのとおり、非常に苦慮をして

おります。私たちは阪急交通さんも経営努

力も非常に努力をしていただいております

し、今度は逆に交通がなくなるということ

に対してやはり我々のほうも補助を出し、

住民の利便性を確保しているところです。

ただ、それ以上上げるということは我々の

ところでいくとできませんので、今回の料

金について皆さんとで協議をして判断をし

たというところでございます。今お尋ねの、

「おでかけくん」でカバーできない方であ

るとかそういう方々については、このバス

ではなくてそれ以外の政策も含めて検討し

ないといけないと思いますので、単なる料

金だけではなくて、それらを全体含めた形

で検討していきたいと思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  理由はよく分かっているんです。私も理

解しているんですけども、敬老パスを出す
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か出さないかということです。どうですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  敬老パスということですけれども、敬老

パスを今は考えておりません。敬老パスが

できるというところはやってるところは大

阪市。大阪市はやはり全体のボトムがあっ

てその中に支えられるということと、大阪

メトロという形でいわゆる民営化をしてい

るところです。ボトムがあってそういうサ

ービスが展開される。我々のところでいく

とボトムが少ないということですので、今

後とも非常に難しいとは思っております。

特に制度の段階で大阪のように７５歳以上

とか、７０歳以上とかですね。それらも含

めて検討しないといけませんので、総合の

中で検討をしていきたいと思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  ちょっと質問の順番が逆になったかもし

れませんが、最近はほとんどがキャッシュ

レス、ピタパで精算されるので、後で何と

なく大きな出費やなと感じられることが多

いと思います。阪急バスと数回協議された

と伺っていますが、段階的に値上げになら

なかったのか。新光から森町は２５０円か

ら２２０円になった値下げなんですけども、

１６０円が１８０円になるという、そうい

う段階的な値上げの話はなかったのか。そ

れから東能勢線のように減便、１時間に１

本とか、そういう話合いはなかったんです

か。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  値上げの金額のことについてのお尋ねだ

と思います。 

  今回この値上げについては２２０円に上

げる、こういう形で阪急バスのほうは値上

げをしたいというふうに言ってこられまし

た。これは阪急バスのほうのルールの中で

距離的に金額を決めるものと、あと市内は

１区間でも２２０円という支払いをしてい

ただく、この二つの方法で区間バスの料金

を頂いている。今回、西線についてはこの

後者のほうの２２０円、一区間でも最後ま

で乗っても２２０円、この方法で値上げを

したいということでしたのでそういう形で

進めていきました。 

○議長（永谷幸弘君） 

  減便について。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  東能勢線の減便。 

（発言する者あり） 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  お話の中で減便ですとか、今回少しお話

は違うかも分かりませんが、コロナ禍の中

で減便をしていきたいというような話もご

ざいましたので、乗られる方が少なくなれ

ば減便も考えていきます。減便でやれなく

なった先には撤退もありますというような

お話は出てまいりました。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  残念ですが負担してくださいと言うしか

ないですね。 

  ではいきいき１００歳体操の動画制作の

進捗状況を伺います。 

  ６月議会の一般質問で、前向きに検討さ

せていただきたい。１００歳体操について

は非常に皆さん好評で健康維持のために取

り組んでいただいているのは承知していま

す。ＤＶＤを作ったときには貸出しとかＳ
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ＮＳの動画配信と言っていただいています。

進捗状況をお聞かせください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  議員をおっしゃいますように６月議会で

御質問頂きましてその折に前向きに検討さ

せていただきますということでお答えをさ

せていただきました。あれから内部で検討

を進めておりまして、６月議会でも申し上

げましたとおり、いきいき１００歳体操は

単なる体力をつくるということではなしに、

外出支援それから閉じ籠もりの防止、これ

らの本来の趣旨の中を十分踏まえながらな

んですけれども、やはりコロナ禍というこ

とで巣籠もりといいますか、おうちにおら

れる方が多いということで、その場合でも

やっぱり健康維持、これは非常に大切だろ

うということで、１００歳体操の本町独自

の動画を、遅くなっておりますが何とか作

成してまいりたいと考えております。併せ

ましてかみかみ１００歳体操ということに

ついても同様に検討してまいりたいと考え

てございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  とても前向きに考えていただいていると

ころは嬉しいんですけど、私もフェイスブ

ックにこのことを書いたら、かみかみ体操

もよろしくとコメントを頂いています。そ

の方も紹介しますので一緒につくっていっ

てください。皆さんも出てくださいね。能

勢町長みたいに。最後の深呼吸だけでもい

いですから、よろしくお願いします。 

  そして４番目の保健福祉センターのトイ

レの改修についてです。私はお隣の図書館

のトイレが明るくてきれいので保健センタ

ーに用事があっても図書館に寄って帰りま

す、トイレ行くときは。相談窓口でもある

んですが、洋式トイレの増設を検討してい

ただけませんか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  実情から先に申し上げますと、保健福祉

センターの洋式の状況でございますが、男

性トイレでは３か所中２か所、それから女

性トイレでは８か所中３か所ということで、

特に女性トイレが洋式化ができていないと

いうことになってございます。先ほど議員

がおっしゃいましたように、保健福祉セン

ターという施設の利用者の在り方といいま

すか、利用者の対象ということも含めまし

て、本センターの状況も鑑み、財政的なこ

とも含めて検討してまいりたいと考えてご

ざいます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  相談窓口でもありますし、子育て包括支

援センターでもあります。小さなお子さん

が使う場合もありますので早急に検討して

いただきたいと思います。ぜひ来年度の予

算に入れてください。 

  続いて３番目の教育問題についてお尋ね

をします。待機児童についてです。３月会

議で１名が待機児童だと答弁がありました。

もう入れないのでエントリーしなかった人

も聞いています。電話等でお断りになった

ケースは何件ありますか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 
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  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  おはようございます。 

  ３月議会におきまして、私、１名という

ふうにお答えさせていただいております。

その後４月以降ですけども、待機児童とい

うのは発生しておりません。そういうこと

で、入所希望者が希望の施設に入れない、

吉川保育所が特に西地区にありますので立

地的に西地区の方はそちらに通わせたいと

いうことが多く、いつも吉川保育所が多く

なるんですけども、そういうことで希望の

施設が入れないということで断られたとい

うことで思われてる方がおられるかもしれ

ませんが、待機児童についてはございませ

ん。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  ３月議会が終わった後、管野英美子通信

に待機児童が１名、このことを書きました

ら若いお母さんから電話がありまして、待

機児童は１名ではありません。うちの子も

友人の子もと言われました。恐らく正式に

書類を出しておられないんでしょうけれど

も、今いっぱいと言われたらそれ以上エン

トリーしないわけです。空いていたら子ど

もを預けて働こうという考えなのかもしれ

ませんし、切羽詰まっていないのかもしれ

ません。３歳になったら幼稚園に入れるか

らということもありますし、幼稚園では預

かり保育もあります。もう少し頑張って自

分で子育てしようという考えの方もいらっ

しゃいますが、今後もニーズは増えてくる

と思うんです。保育士の確保や保育場所の

問題をどのようにお考えですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  お答えさせていただきます。 

  保育所の確保ということなんですけども、

保育士につきましては正職や非常勤職員を

募集してもなかなか応募がないということ

で、町内の職員のインフォメーション、パ

ソコンに載せまして知り合いの方がおられ

ましたらぜひ紹介とか、私、議員の皆さん

にももしおられましたらと言うことをお願

いしておったと思います。このようなこと

から、今後、来年度の募集も始まっており

ますので、大学に直接出向きチラシ等を渡

してお願いするということや、人材派遣の

会社等も考えていかなければならないと。

また、小規模事業の方と昨年度話をしてお

りましたけども、その辺もまた話をしまし

て、保育の人数の確保のほうを務めていか

なければならないというふうに考えておる

ところでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  では保育場所なんですが、町長は所信表

明でも議会でも、昨年の６月の秋元議員の

質問の中で、光風台小学校の場所でパーク

アンドライド型の保幼連携型の認定こども

園を造ると、これが私の頭の中に描いてい

るものでございますと答弁されています。

所信表明では場所を書かれていなかったん

ですが、議会では光風台小学校と言ってお

られます。今も考えは変わっておられませ

んか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  所信表明のときは学校跡地を利用したと

きに、保護者の方々のニーズと、それから

いわゆる保護者の方々の利便性、そういう
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ことで光風台小学校のところのパークアン

ドライドというのを推し進めますというこ

とを申し上げました。今も考え方は変わっ

ておりませんけれども、もう一つは保幼小

中一貫教育というところで近いところとい

うのもありますので、今は二つの選択肢を

持って検討していきます。保育そして学校

とのつなぎというところも重要でございま

すので、これは皆さんとともに検討してい

きます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  その近いところはパークアンドライドに

なるんですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  吉川のところですか。それは今の敷地の

段階では無理ですから、どちらかを取ると

いう形になりますので、今の段階としてま

だまだ選択肢が多いので、今として明言す

ることはできません。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  所信表明に書かれたんですよ、パークア

ンドライド。私、光風台小学校の階段下で

毎朝見守りしてます。今日もしてましたけ

ど。子どもたちが上がってくるときにもう

へとへとになって上がってくるんです。マ

ンションの子が一番最後に来るんですけど

も、さっさと歩きやと思うぐらい疲れて上

がってきます。仕事をして疲れて帰ってく

る保護者の方に光風台駅からエスカレータ

ーがあってよかったと思いますが、緩やか

な長い坂を上って８０段ほどある階段を上

って子どもを迎えにいく。この場所で展開

して喜ばれるんでしょうか。このことをパ

ークアンドライドと町長は思ってらっしゃ

いますか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  根本的にちょっと違うところが、パーク

アンドライドというのはお車でも送ってく

るということですから、そしてすぐに電車

に乗るというようなことですから、今の階

段というものを前提としたものではなくて、

もちろんパークアンドライドをやるときと

いうのは車の便も含めた状態で考えると。

それが全体構想になってくると思いますけ

ど、その段階にはまだ至っていないという

ところです。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  今お話ししたように、すぐに電車に乗れ

ないんですよ。長い坂があるんです。そし

て電車に乗るとき下りのエスカレーターは

ありませんから階段を下りますよね。だか

らそれでパークアンドライドとおっしゃる

んですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  パークアンドライドというのがおっしゃ

るということですけれども、パークアンド

ライドのやり方はたくさんあります。今も

高齢者の方々も階段を下りていっていただ

いておりますし、近いところまでないとパ

ークアンドライドでないということを言え

ないと思いますので、それらも全体を考え

た上で整備するものは整備しないといけな

いと思います。ただ、今の状況の中ではな
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かなか投資というところでは費用対効果も

含めて検討しないといけませんので、それ

らを総合的に判断をしていくということに

なります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  私の感覚と違うので、私がもし子育て中

だったら学校へ車で送っていってその足で

車で川西能勢口の７００円の駐車場に入れ

るかなと。それがパークアンドライドなの

かなって、ちょっと認識が違うので、この

質問はもう置いておきます。 

  次の②番です。学校再配置についてです。

１小１中案、池田町長、新谷教育長の１小

１中案での住民説明会で、町長は住民のと

きに説明会に何度も行かれ、保護者説明会

にも行かれたと伺っておりますが、財政、

跡地利用も示せと、説明が足りないと、丁

寧な説明をと随分声高に発言されていまし

た。今はそのお考えはないのですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  一住民として参加をしたものですので、

そのときの説明会の流れとしてそういうふ

うに感じたところでございます。今回のあ

の内容について御指摘だと思うんですけど

も、そこまで触れさせていただきますけど、

当時も財政面では約５０億円というところ

の御説明はありました。ただ、ほかの公共

施設にも関係してくるという計画の中でし

たから、それは説明がなかったということ

で、あの当時の説明の仕方としてはやはり

そこが足りなかったのではないかなという

ように思ってます。 

  今回の内容に関しては財政面の説明は不

可欠ですので、３５億円という形で既存施

設を有効に進めるということの御説明をし

てます。 

  それから今回は公共施設の再編には全く

関係ありませんので切り離してるためにそ

こはもちろん説明をさせていない。もちろ

んこれからの検討の部分ですのでそういう

形で今も適切だと思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  全協ではできないから反省してますとか

いう答弁も頂いたんですけれどね。財政に

ついては３月議会でいただいたこのＡ３の

用紙、行財政課長が丁寧に説明をしていた

だきました。そして町長の考えの２小２中

案、１０億円プラス３５億円、これ未定稿

ですけども概概算、この用紙は出せるじゃ

ないですか。そして跡地利用についても公

共施設再編検討委員会は平成３０年３月に

設置されています。秋元議員の昨年９月の

質問の中で、公共施設の再編は学校再配置

と切り離すことができませんので、我々は

学校再配置の検討と同時に公共施設の再編

も話を進めてまいりますと総務部長の答弁

があって、秋元議員は、西に関しては三つ

の小学校、これは空くとはっきり分かって

いるんじゃないかと返しておられるんです。

そして総務部長の答弁が、町長の方針が東

西にそれぞれ小中一貫校を置くということ

をおっしゃっておられますけれども、どこ

の場所かまだ決まってないということです

が、今は東能勢中学校で展開すると決めて

いらっしゃるなら、跡地利用も早急に考え

て開示されればいいのじゃないですか。ど

うですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 
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  跡地利用も検討ということですけれども、

３０年に跡地利用を検討委員会というのが

立ち上がりました。そこは前の１小１中案

のところから進んでいませんので、具体的

な中身の検討は実はしておりません。です

から今は休会中。今回、この方針を打ち出

しましたので、これが御了解を頂くという

か、この方針でもってこれから検討すると

いうところになります。 

  併せて付け加えますと、跡地利用に関し

ては非常に今までもたくさんの方々から跡

地利用したいというところがありました。

そういう方々も含めてそのニーズと、それ

から町の財政そして町の公共の福祉に照ら

し合わせた上でどういう方々が入っていた

だくかというのも調べた上で跡地利用も検

討しないといけません。それから同時に公

共施設にまたがってくるものですから、公

共施設の今の将来の負担それから今の利用

率というところ、それから１人当たりのコ

ストが幾らかかってるか、そして今後のも

のを含めてということで非常に幅広い検討

をしないといけませんので、一気にはいき

ませんけれども、その段階になればしっか

りと御説明させていただきます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  いろいろできない理由を並べられました

けど、２年前はそれをやれっておっしゃっ

たんですよ。どうですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  何度も繰り返しますけど、前のときは公

共施設を潰すという形の案だったというこ

とですね。ですから潰すということはその

後はどうするんだというのは当然のことで

す。今回は跡地という部分に関しては出て

きますけれども、公共施設の再配のところ

はないので、今回は切り離して御説明させ

ていただいているというところです。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  人には厳しく言っておいて、御自分には

なさらないかなって残念に思いました。意

地でも、町長だったら意地でもやってほし

いなと思いました。 

  説明会は９月２７日の住民説明会で終わ

りで、１０月の補正予算なのですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  ８月１２日の総合教育会議において一定

の協議調整が整ったというところです。住

民説明会、今までは保護者説明会、教職員、

校長さん、議員の皆さんにも御説明しまし

たけども、９月２７日に住民説明会のほう

を東西で予定しております。また、予算の

基本設計、実施設計の予算の上程ですけど

も１０月にはちょっとお願いしたいなと、

議会のほうをお願いしたいなというふうに

考えておるところでございます。そのとき

までには、９月２７日しか住民説明会開催

できませんけども、広く情報を発信して、

また設計がだんだん煮詰まってきましたら

そのときにも説明をさせていただきたいな

というふうに考えておるところでございま

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  昨日の小寺議員の質問にもありましたよ

うに、建物じゃないって。教育委員さんモ

チベーションと言われた。そこら辺ももう
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一度検討されるんですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  すみません、モチベーションというのは。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  東能勢中学校を使うということ、新しい

学校だからモチベーションが上がる。でも

箕面の例を挙げれば建物ではないという質

問もありましたよね。再度検討はされない。

とことん東能勢中学校ですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  教育委員会は昨年度から教育委員、町長、

副町長、保護者の皆さんといろいろ視察を

重ねております。視察を行った先でどこの

視察先でも、やはり、特に京都大原学院な

んかは、中学生は小学校に、ほとんどは中

学校を使っておるんですけども、子どもに

とってはきれいなとこに行かないとモチベ

ーションが下がってしまうということがあ

るということで、学習意欲が下がるという

ことをずっと聞いてきております。そのよ

うなことから、やはり東能勢中学校を使っ

て、あちらのほうが新しいですしきれいで

すの、である程度必要な改修をしましてそ

こで進めていきたいというふうには考えて

おります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  そのことはまた１０月の補正予算のとき

に伺います。 

  では教育委員さんは１小１中案に賛成で

した。３月以降、今回２小２中案を容認さ

れた経緯、４月に町長と教育委員との個別

意見交換、５月から７月に教育委員会の学

習会、教育委員会会議の事後協議と、協議

内容が私たちには全く分からない。秘密会

です。議事録もない。その容認された条件

をお答えください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  これまで行ってきました意見交換会の内

容ということですけども、４月以降を行っ

てきました。その実施回数とかは昨日の御

質問のほうでお答えしております。ちょっ

と具体的な内容を御答弁しますが、まず町

側といいますか、町長、副町長のほうから、

東地区に学校を残して地域と共にある学校

づくり、まちづくりを進めていきたい。そ

れが１点目です。２点目として、前からお

願いしているが使えるものは有効に使って

いきたいと、有効活用していきたいという

ことです。３点目に、予算は財政当局で判

断するが子どもたちに必要な内容は整備し

ていかなくてはならない。４点目に、でき

るだけ国や府の補助金を取れる方向で検討

してほしい。５点目にまちづくりとして、

これは教育委員さんも非常に質問があった

とこなんですけども、町として、東は１０

年後に１学年から９学年を合わせて１００

人、西は４００人を維持するような施策を

行うということでございました。それに対

しまして教育委員会のほう、教育委員、教

育長のほうですけども、一つ目に、これ以

上先延ばしていくことはよくないと。早く

方向性を出すべきであるという判断してお

ります。二つ目に、どのような教育を行う

かを検討してきた。それを行うためどのよ

うな教育環境が必要かに焦点を絞ってお願
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いしていくということを言うております。

３点目に、東に学校を残しても児童生徒数

が減ると再統合する時期が来るということ

も言われております。そこで四つ目に、１

から９年で複式学級が二つ出た場合、再検

討の目安としてはどうかということを言わ

れております。五つ目に、小中一貫教育は

できるところから進めていただくことが大

切だということで、東地区については令和

４年もしくは５年に５・６年生を中学校で

勉強するということになっております。こ

れらを踏まえて東西それぞれ小中一貫型の

義務教育学校を令和８年４月に開校すると

いうことの協議調整が確認されたというこ

とでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  では子どもを増やさないといけないわけ

ですね。３月議会の町長の答弁で、雇用を

確保できる企業とそれから外食チェーンと

か国道のターゲットになるようなものを進

めてまいります。企業と町が一緒になって

進めていくというのが考えです。これ以降

の、もし進捗状況があればお答えください。

なかったらなしと言ってください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  具体的に決定したところはございません。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  ぜひ教育委員さんとの合意の条件をクリ

アしていただきたいと思います。 

  ちょっと飛ばしまして、東地区から西地

区の学校に望んでいる人はいるわけです。

大人数といってもクラス替えができるかぎ

りぎりなんですけども、西地区に行きたい

という人がいる。アンケートを取らない理

由は東地区の子どもの数が減るからかなと

思うんですが、教育長にお尋ねします。１

月１６日の全員協議会でおっしゃった、ど

うしても西地区の学校に行きたいときは住

居を移っていただきたい。そういう考えに

今も変わりはないですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  教育長の森田です。御答弁させていただ

きます。 

  御質問ありました、東地区から西地区、

これは学校選択制の話だというように思い

ます。それでこれは教育委員会議の中でも

話をし、やはり子どもたちに負担がかかる

ということから、この学校選択制につきま

しては認めるべきではないというように、

これは教育委員会のほうで判断をしたもの

でございますし、総合教育会議の中でも教

育委員のほうからそのことの発言があった

ところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  昨日の答弁の中でもあったんですけど、

歩いて行ける学校とおっしゃいました。新

光風台３・４丁目からの登校はバスを出さ

れないということですか。確認します。お

金のことも絡んでくるので。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  結論から言いますと、まだ結論は出てお

りません。東地区のもっと遠いところもあ
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りますし、その辺を総合的に考えていかな

ければならないというふうに考えておりま

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  そういう答え方をすると、校門前までは

親の責任です。事故が起こっても誘拐され

ても親の責任。私、ベルギーにいてたお友

達がここに住んではるんですけど、池田小

学校の事件が起こったときに、みんな校門

前までお母さんが送ってきた人もいるんで

すね。その人が、あなたたちは、私たちは

ベルギーにいるときは校門前まで送ってい

ったけど、本当に日本って平和やねって。

ああいう事件が起こってもしばらくしたら

自分で登校させるっていうことを言われた

んですね。校門前までが親の責任であれば、

別に校区を決めなくてもいいんじゃないで

すか。こんな狭い町で。どうですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  校区につきましては文科省のほうで、そ

この地形とか河川の状況とかを考えて定め

るようにと。最後定めるのは地方の教育委

員会でございます。確かに校区を定めない

でよいという意見がアンケートでもあって、

東から西に行きたいというふうな意見はご

ざいます。しかし子どもさんが毎日保護者

の手で、公共交通機関がございませんので、

送っていくと。そのような弊害とか、また

クラブ活動の帰りが遅くなったときと、ま

た朝早く行かなければいけないというふう

なこともありますので、教育委員会としま

しては、先日の総合教育会議の意見も踏ま

えまして、今現在のとおり通学区域は定め

ていきたいというふうには考えておるとこ

ろでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  とっても残念です。 

  最後に、時間ありませんけども、地域と

つながると言うけれど、京都大原学院の教

育のよいところばかりを報告頂いています

が、視察に行かれたとき、自治会費を上げ

て支援をされていると聞いて帰られていま

す、教育委員さんはね。私も調べたんです

けども、ある自治体の視察報告でＡＬＴを

雇用している、地域のお金で。修学旅行や

部活の対外試合でのバスの借上げ代金を補

助出しているとありました。この「里の力

で学校は残った」という本の中には、独自

の給食は許されなかったけど、京都市の基

準があるから。お米は大原のお米が使えた。

寄附されている方の氏名まで書かれていま

す。東地区の皆さんに何か求めるんですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。簡潔に。 

○教育長（森田雅彦君） 

  この学校運営協議会、地域とともにある

学校づくりの設置につきましては、やはり

これから学校、子どもたちを皆で応援する

支援していく、人が替わっても、そういう

システムがきちっと地域に位置づくという

ことを目指してつくってまいりたい、作成

して構築してまいりたいと考えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  終わります。ありがとうございました。 

○議長（永谷幸弘君） 

  以上で、管野英美子議員の一般質問を終

わります。 

  議場を換気するため、暫時休憩をいたし
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ます。再開は１０時３０分といたします。 

（午前１０時２０分 休憩） 

（午前１０時３０分 再開） 

○議長（永谷幸弘君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  次に、西岡義克議員を指名いたします。 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  ただいま議長より御指名頂きました西岡

でございます。これより一般質問をさせて

いただきます。 

  ちょっと声が出にくいもんで、お聞き苦

しい点は御容赦頂きたいと思います。 

  通告順ではありませんが２番の義務教育

についてから質問させていただきます。 

  よりよい義務教育に向けて、教育的な観

点から、時代の変化の原因究明とその対応

策はできているのかということですけれど

も、まず義務教育の原点、これはどこに見

据えておられるのかちょっとお聞きします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  今のお尋ねでございますが、教育長森田

から御答弁させていただきます。 

  義務教育の原点ということですけれども、

これは全ての子どもたちに知・徳・体、バ

ランスよい力を全ての子どもたちに身に付

けさせるとともに、それから後の人生を生

きていく上での基礎的な力を身につけてい

く、それが小学校、中学校段階の大きな役

割であるというようには思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  平成１７年に文科省から中教審に向けて、

新しい時代の義務教育を創造するというこ

とで諮問が出まして、答申がこの１７年の

１０月に出ております。まず今、言われた

義務教育についてですけども、義務教育は

国民一人一人の幸せな人生、この実現の根

幹であると。さっき教育長言われたように、

どの子どもにも等しく教育を与えるという

ことで、それは国や社会の義務であるとい

うことで義務教育であろうと思っておりま

す。中教審が我が国の将来を見据え、新し

い時代の義務教育の在り方について諮問し

て答申が出ております。その答申の結果、

新しい義務教育として小中一貫校と、こう

いう形になっておりますけども、この間、

先般、御存じでしょうか。劇作家で山崎正

和さんっていう方が亡くなりました。この

方、劇作家、私はこの方、新聞で読んだの

が４年前なんですね。読売新聞に載ってお

りましたけども、まさかこんな偉い人や思

えへんかったけども、この人は中教審の会

長もしてるんですね。びっくりしましたけ

ども。この方はこの義務教育について２点

おっしゃっております。一つは教員の負担

増、学校に危機だと。もう一点は基礎学力

習得は国の責務であると。この２点につい

て言っておるわけですけれども。昔、私が

小さい頃は高校へ行く子もなかなか難しい、

少ない、経済的な面もあったんですけども、

ただ、この義務教育をきちっと施しておっ

たら立派に社会に役立つということで、昔

は就職列車みたいなものがありまして、義

務教育は完成教育であると。教養と知的能

力を備えた社会人を育てるのに十分な教育

であったと。そしてその中学生、中卒者は

金の卵として経済発展の主役となったとい

うことが言われております。ただ、今は中

学校どころか高校、大学、いわゆる学歴が

非常に高くなった。学歴は高くなったけれ

ども残念ながら教養と知的能力が落ちたん

ではないかなというようなことが言われて

おりますけども、教育長はどういうふうに
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感じます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  先ほどから国の動向等につきましてお話

を頂きましたですけれども、今回の学習指

導要領でも道徳が教科化されて、やはり一

人一人の子どもたちの規範意識あるいは道

徳性、そして生き方、そういうことをきち

っと小学生の１年生の段階から学年発達に

応じてこれを道徳の時間で身につけ、そし

て学校教育活動全ての中でそれを実践して

いくというようなことになっております。

確かに今おっしゃるように、その辺の教育

が少しこれまで足らなかったというような

指摘がいろいろな方面からあったというこ

とは承知いたしておるところでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  今、１小１中とか２小２中とか言うてま

すけども、基本的に教育とは何ぞやいうと

ころをもっと深く教育委員会の中で検討し

ていただきたいなと思うんです。教育とは

人間学の追求であると私は思ってます。人

間とはどうあるべきか、これは基本なんで

すよ。だから今、言ってる基礎学力ですわ。

教育における社会変化。一番大きいのは私

は人間が変わったなと。本当にあれやけど

人間が悪なったなという気、特に日本人は

悪なったなと。今回のコロナが起きた途端

に脅しはあるわ、詐欺はあるわ。だからそ

ういう義務教育の強化が、今、必要やなと。

人間としてあるべき姿をきちっとやらない

かん。これは今回の小中一貫校なんですけ

ども、私は各地域、地域に、やっぱり地域

に根差した教育があるべきだと。昔は藩校

があって江戸時代なんかは藩であったわけ

です。独自の教育をやっておったわけです。

基本は人間育成です。儒教が基本になって

おるんですかね。国の義務としては国民が

立派に社会参加できるような教育を施す、

これが義務なんです。これが義務教育です。

同時に家庭も、ベースになる家庭の責務と

いいますか、これは私は御家庭の、子ども

さんに対してしつけが基本やと。ところが

なかなか家庭も忙しい、時代が変わってき

た。それに対応するために、やっぱり家庭

をフォローするような形のものをしていか

ないかんということで、これまで豊能町は、

ありがたいことにこれまでの教育長、中央

から来てましたので情報が非常に早い。そ

れに対して対応も早かった。２７年ぐらい

までは。最終が小中一貫校の検討委員会で、

豊能町における小中一貫教育等の充実に向

けてという、この答申が出てます。これが

最終のこれからの豊能町の小中一貫校に向

けた答えやったと思います。これは鈴木先

生という方がされておるんですけども。こ

の答申が生かされてないんじゃないかとい

う気がするんです。というのはこの答申の

最後に今後の課題というのが出てます。そ

の中に小中一貫教育のビジョンをつくり上

げることということが書いてます。今、じ

ゃあ町長、教育長、教育委員さんに共通の

ビジョンはできてるのか。その辺ちょっと

お伺いします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  御質問のありましたビジョンのことでご

ざいます。そして小中一貫教育等充実委員

会、２８年３月に確かに答申が出ておりま

す。その中で４点、検証することと。そう

いうことを受けまして、小中学校ではこの

小中一貫教育、それにやはり幼児期からの
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教育も大変重要であるというようなことが

ありましたので、豊能町としましては保幼

少中一貫教育、これを検討委員会を立ち上

げてこれまでいろいろな準備を、先生方中

心に、もちろん教育委員会も入りまして進

めてきたところでございます。お尋ねのそ

のビジョンにつきましても、その中でも幾

つか検討されてまいりました。そういうこ

とをベースにしまして、議員の皆様方にも

お配りをしております、豊能町教育基本方

針の中に豊能町保幼小中一貫教育グランド

デザイン、これからの豊能町の教育をどう

するか、テーマ、目指す子ども像、進め方、

重点施策、これからどんなふうな教育を進

めていくか、こういうふうな形で掲げ、そ

して皆でこのことを取組を進めていこうと

するもので、これは学校そして事務局、教

育委員、そして委員の皆様方、保護者の皆

様方にもこのこと、地域の皆さんにもいろ

いろな場所で説明会をする中で、第一にこ

のことをお示しをしお願いをしておるとこ

ろでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  そういうこともあるんですけど、ほかに

再配置を早急に進めるということではない

と。このことは早急な課題ではあるが、再

配置を早急に進めることではない。そして

小集団のデメリットを解消または軽減する

ための取組をしていただきたい。東西でき

ることをやっていきなさいと。小学校間や

中学校間の交流、東西学校間の交流なども

早急に進めてほしいと。子どもたちと共有

し、小学校と中学校が９年間育てる中で子

ども像を共有し、課題に共に取り組むとい

うようなことをやって、その中で取組を進

める中では地域の方との協働を重点的に検

討してほしいと、そういうことを書いてる

んですけども、今の中で地域を生かした、

やっぱり基本的なことをやらなあかんのと、

これ委員会もみんな分かってるわけですわ。

子どもが減るの分かってるわけです。子ど

もが減るのを分かってどういうベストな教

育をやるのかいう検討があまり聞こえない

んですよね。だからすぐ子どもが減ったら

一緒にやろうとか、だから西と東に一緒に

まとめて西に持っていけとか。それ以前に

将来的には減るのはみんな分かってるわけ

ですよ。少子高齢化ですので。特に日本は

物すごい減ってるわけですよ。豊能町なん

かさっき言うた出生率、特殊出生率ワース

ト１ですよ。だからその減ることを前提に

子どもたちにどういう教育を、ベストの教

育をするのか、地域を生かした教育をする

のか。私は東からやれって、私がこの間言

ったのは。東には東の、やっぱり古い文化、

伝統、町をつくってきた各地域のプライド

もあるし、その誇りもあるし、自信もある

んです。だから僕は東からいけと言ったん

です。それはコミュニティスクール、学校

を支える、そういう体制があるからですよ。

先ほどこれ以上何かすることあるんですか

みたいなことあったけど、今、家庭を支え

る、学校を支える、そういうコミュニティ

スクールができなかったら子どもは育たな

いし教育ができない状況にあるということ

を認識して、小規模の学校の教育のメリッ

ト、デメリットがあればデメリットをメリ

ットに変えるような教育をどうするかいう

ことを検討していただきたいと思うんです

けどどうですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  議員御指摘のとおりだというように思っ

ております。これは東西、それぞれに小中
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一貫校を設ける場合のメリットとその課題

と対応策、これは町長のほうに１１月２８

日付で、研究したこと教育委員会で取りま

とめてそれを報告し、議会の皆さん方にも

報告をいたしましたが、その中でもまとめ

るに当たりましていろいろな小規模のこと

について、やはり小規模の課題を、メリッ

トを最大限に生かす教育、これを進めるべ

きであるというようなこともその中で述べ

ておるところでございます。また今後に関

しましても、全ての学校で、小学校につき

ましては東西、光風台小学校の６年生を除

いてもう単学級になっております。そうい

うふうなことも皆、学校のほうも十分認識

をしておりますので、そういう研究を、次

年度は全ての学校で進め、取り組み、進め、

そしてそれを意見交換していくというよう

なことを考えております。 

  以上でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  私、この鈴木先生の答申ですね。これは

非常に皆さんの意見を聞いて、いわゆるボ

トムアップという形でやった最良の委員会

やなと思ってます。これには特別委員会二

つつくってます。先生方の委員会と保護者

の委員会、両方の委員会。その会長であっ

た鈴木先生がおっしゃってるのは、要する

に小中一貫校というのは教育の両輪である

と。一方は学科指導、そしてもう一つは生

活指導、この両輪であるということで、特

に今回、国が言ってるのは、学科指導より

も生活指導、これを重点的にやっぱり小中

一貫校、踏まえてやってほしいということ

だと思うんです。ですから国の内閣の直轄

の諮問機関の教育再生実行会議、この一番

目の提言がいじめ対策です。いじめ対策と

不登校の問題やってます。これから始まっ

てるんですよ。どれだけ人間が変わってき

たか、悪くなったか。その辺をやらなあか

んですよ。だからそういうことは学校もそ

うやけども、やっぱり地域も子どもをちゃ

んとそういう生活、生活習慣いうことを言

うてますけど、登下校のときに皆さん立っ

ていただいてます。そういうことで、やっ

ぱり豊能町が言ってるように、みんなで子

どもを見守る体制ができんといかんと思う

んですよ。その辺の今後のいろいろな取組

があると思うんですけども、どうですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  子どもたちを学校、家庭、地域そして行

政も加わりみんなで力を合わせて、そして

子どもたちを支援、応援をしていくという

目的で、地域と共にある学校づくり、学校

運営協議会の設置を行うものでございます。

これまでは学校協議会、これは２０００年

に国のほうで制度化されたもので、学校運

営協議会につきましては２００６年度に国

で設置されたものでございます。二つの制

度があったわけですけれども、２９年に法

改正されまして、令和４年４月には全ての

学校に設置することが努力義務化されたこ

とでございます。議員、今、御指摘の、や

はり家庭だけではということで、やはり地

域、学校そして家庭が連携をしながら子ど

もたちを応援、支援していく、この仕組み

づくりは絶対に大事だというように思って

おりますし、いろいろな方のお力をお借り

したいというように思っております。その

中で家庭での今一番の子どもたちの課題は、

家庭での習慣づくり、そこが一番やはり大

きいところではないかと事務局のほうでは

いろいろなデータ、アンケート見まして考

えておるところでございます。 
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○議長（永谷幸弘君） 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  子どもは正直ですわ。やっぱりやればや

るほど答えてくれるのが子どもです。手抜

きをしたらばかにされます。もう本当に敏

感です。この間、東能勢中学校の学校だよ

りというのがありまして、うれしいことで

ちょっと紹介しますと、これは校長先生が

書いてるのかな。２学期が始まって生徒た

ちは短い暑い夏休みが終わっていうことが

書いてます。あいさつ運動のときも元気が

ないかなと心配しておったです。ところが

夏休み前にサポーターさんが見回りで通学

路に立っていると雨が降ってきたそうです。

すると本校の別の生徒がわざわざ自分の家

へサポーターさんの分の傘を取りに帰って、

使ってくださいと言って差し出したそうで

す。サポーターさんの人は、へええと思っ

て、大変喜んだんですけども。また、ほか

に、いつも子どもたちの登校の見守りに道

に立ってくださっている地域のサポーター

さんが、２学期早々に、ここの生徒はすば

らしい、こんな嬉しいことがあったんです。

校長先生聞いてと校長室に来られました。

それは登校する児童生徒におはようと声を

かけて立っていると、本校の生徒が、おは

ようございます。いつも暑いのにありがと

うございます。お体気をつけてくださいね

と声をかけたと。涙が出そうやと、こう書

いてます。うれしくて涙が出ましたと感激

されておりました。校長先生はそういう本

校の生徒を誇らしく感じた話でしたという

ことはあります。だからそういう子どもを

みんなでやっぱり育てていかないかんとい

うことなんですけども、ただ、２番にもう

入ってよろしいでっか。そういう中で私自

身はこの前の成人式がございましたね。こ

の成人式で希望ヶ丘の人が二十歳になって、

二十歳の成人の言葉を言ったんですね。も

うびっくりしましたね。こういう子と僕は

挨拶しておったんやなと感激しました。そ

れは何を言ったか。成人式の言葉で、私は

大学に、今、行ったんですけども、たくさ

んの方の出会いがありたくさんの方の刺激

を受け、人間的に大きく成長したと。私は

現在大学で教員課程を行ってますが人間科

学部を専攻しました。人間科学って何すん

ねんと。ここは教育を学問として学ぶと。

学校の文化に関する社会学的研究や地域の

教育力、学校と地域の連携、協働に関する

研究を扱っています。これすごいことやろ

うな。人間を科学するなんてなかなか一般

では言えませんわな。人は出会いによって

成長することを知りました。だから今後、

社会全体で教育を育むことが必要だと考え

るので、これから子どもたちと向き合って

よりよい教育の実現に貢献する仕事に就き

たいというふうに思っております。支えて

いただいた地域の皆様方、先生方、そして

両親に改めて感謝するとともに、その出会

いから頂きました温かい心を基盤にして、

今後もたくさんの人と出会うよう自分を高

めて大人としての自覚を持って前に進みた

い。こういう子どもが育つんですよ、東で

は。それは、それをきちっと見守るそうい

う姿勢、それが子どもにはきちっと分かる

んです。感じるんです。だから手抜きはし

たらいかんということなんですけども、私

はいろいろな質問があったり、質疑応答が

ありますけども、教育問題は真に教育論で

進めなあかんと思っております。私が尊敬

する先生の一人に森隆夫先生という、お茶

の水大学の、この人は中教審の委員の人で

す。経済のアナロジーで教育を考えること

自体非教育的であることに気づかなければ

ならないと、議論する中でね。じゃあその

アナロジーって何やねんと、私も横文字弱
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いもんやから調べてみました。アナロジー

というのは類推するという意味ですが、類

推して憶測して、果ては歪曲してこじつけ

て、ファジーな教育理論にすり替えてしま

う。だから、あたかも教育問題であるごと

に人口問題からいってやる。人口問題を教

育問題にすり替える。そしてあたかもこれ

が正しいかごとくやる。そうじゃなくて、

純粋に子どもに対してどういう教育を与え

るかということで議論せなあかんと思うん

ですけども。私は最初の小川教育長からず

っと森田教育長までの全ての議事録を読ま

せてもらいました。その中の議論の中にほ

とんど経済アナロジーで進んでる。人口ア

ナロジー。人口問題もこれ経済問題ですよ、

最終的には。だからもちろん、町が立って

行くには経済は重要です。でも、それとは

別に教育はどうあるべきか。そのために経

済がどうフォローするかという議論でない

と、その経済のアナロジーで議論をしたら

いかんと思うんですよ。町長そういうとこ

は往々にある。人口増やしますから教育は

よくなります。違います。教育をよくして、

よくするために人口問題としてどう補完協

力するかということが肝腎なんですよ。だ

から、まちづくりをしたから教育がよくな

るんじゃなくて、教育をやって、よい教育

をつくって結果的にどうなるか知らんけど

もいいまちづくりにするという発想でない

と、これでないと教育論にはならんわけで

す。だからよく町長、子どもが減ったら増

やすのどないしまんねん。それは教育論じ

ゃないですよ。子どもが減るの分かってん

ねんから、子どもが減ったときにどういう

教育をすんのかいうのを教育委員会で検討

すると。こういう結果が出たらそれに対し

て町長が、これはこういう面でフォローす

るよと、これが順当なんですよ。だから本

末転倒したらいかん。本は学、末は財です

わ。だから徳が本で財は末です。本末転倒

せんように、今後、町長も教育的な教育ア

ナロジーで答弁していただいたら一般の議

員さんもよく分かるんじゃないかなと。今

後どうですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  議員おっしゃるとおり、教育の中身とい

うのは教育論で語らないといけない。私は

その教育のところの担当ではありませんけ

れども、私はやっぱり人に対する愛、優し

さ、そういう子どもに育ってほしいと思っ

てます。持てる学力、そしてこれからさら

に学ぶ専門知識を誰のために使うんだとい

うと、やっぱり人のために使うというとこ

ろに育ってほしいというように思ってます。

ですから、今までも小川教育委員長も、そ

れから石塚教育委員長も、それから新谷さ

んも、もう全てですけれども、子どものた

めにということで、石塚さんはいわゆるシ

ームレス化を訴えられた。これも正しいし、

それから新谷さんの教育力日本一というの

もそうですし、森田さんがおっしゃるよう

に全てのことは子どものために。私の立場

としてそれが教育論の中でやっていただき

たいというところなんですけれども、今、

私のほうが担当してる分野自身はまちづく

りというところもありますので、今おっし

ゃるようにアナロジー、未知のことを、深

く知らない事柄であるとか、そういうもの

も、私の思考の中では既知の今まである物

事に例えてどうなんだということで、人の

教育が上がってきた場合にどういうまち、

そして地域のことを考えられるお子さん、

そういう方々が育ってきたときには、我々

として人口減につながるであろう、そして

雇用もあるだろうということで、一緒くた
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に話してるというところに関しては、そう

いうふうにお感じになればこれは反省する

ところですけれども、いい教育、子どもの

未来というところを真剣に考えているとい

うところでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  私、これまで、さっき言いました平成２

１年ですね。小川教育長から始まって石塚

さん、それから新谷さん、そして令和２年

の森田教育長に至るまで、教育委員会の委

員会議事録それから専門委員会議事録、諮

問委員会の議事録、全て読んでみました。

そしてやっぱり豊能町の保幼小中一貫教育

は、全ては子どものために、教育力日本一

を豊能町の子どもたちに等しく与えること

だというふうに解釈しました。つまり豊能

町の保幼小中一貫教育は森田教育長の言う

ように全ては子どものために、そして新谷

教育長の言う教育力日本一の教育を目指し

て、そして石塚教育長の言う、経済のアナ

ロジー思考であるコストカット論ではなく、

豊能町独自の切れ目のない教育、すなわち

ゼロ歳児から１５歳までのつながりを重視

した教育的思考であるシームレス論を重視

した保幼小中一貫教育を、町長、教育長、

全てが早急に推進し施行することが肝腎で

あると、こういうふうに感じたわけです。

だから、私、まだ１小１中とかなんとか言

うてますけども、町長が２小２中や言うて

るわけ。その根本は、やっぱり地域に根差

した、地域を大切にする、地域に感謝して

恩恵を感じてる子ども、そして地域に根差

すような子どもを育てる。そういうことが

やっぱり基本なので、こんなもの当然両方

につくって、財政的な面は町長がサポート

してやるべき。何のために、この前法律が

変わりましたね。町長と教育長の権限が。

だからそういうこともあるので、その辺を

一つになってやっていくことが基本だろう

と。だからこれ遅れましたら、結果的には

子どもが犠牲になると。だから町長よく言

ってる、まちづくりということをよく言っ

てるんですけど、まちづくりはもちろんそ

うです。でも教育問題を考えるときには、

やっぱりまちづくりというのは相互に関連

はしてますよ。関連はしてますけど、混同

したらいかん。例えば福祉問題ありますね。

福祉っていうのは教育とは相互に関連して

ますけども、個人の現在の生活の安全を守

る活動なんです。教育は個人の未来に向け

ての向上を目指す仕事であるわけですよ。

これも川崎正和さんか、言うてますけども。

同時に福祉は予算化したらすぐに結果が出

る。しかし教育は予算化しても結果が出な

い。だから混同したらいかんと思う。２小

２中にしたから町が活性化するんじゃなく

て、これは経済的なアナロジーの思考です

わ。そうじゃなくて、２小２中で東西の地

域を最大限に生かした教育をいかに創造す

るか。また、自ら考え主体的に行動できる

社会を力強く生き抜く心豊かな子どもを育

てるためにはどうすればよいのかというこ

と等々を真の教育論で交わして、その結果

町の活性化につなげるということでなけれ

ばいけないんです。だから、そこを間違う

たらいかんと思うんです。社会の教育の変

化、今一番大きな子どもの減少です。さっ

き言うたね。子どもの減少に対してさっき

言うたように、小規模一貫教育をいかに取

り組むのか等々の問題を積極的に議論して

やることが最重要課題なんです。だから、

もちろん経済施策の人口論も農業施策も観

光施策も教育の補完施策として子どものた

めに考えなければならないが、本は教育で

財は末なんです。さっき言ったように。だ

から徳は本で財は末で本末転倒したらいか
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ん。だから教育は百年の大計です。これは

未来創造の大計なんですよ。だけど、一方

結果が即座に出ないということがあって、

即座に結果を出せる経済問題とは違います。

ただし、利便性を求める経済のアナロジー

で安上がりの教育はしたらあかんというこ

とです。だから僕はいつも子どもに対して

安上がりの教育なんかするなと。結果を考

えることです。まずベストなものを考えて、

それに対して経済がどうサポートするか。

本は教育なんですよと私は思うんですけど、

教育長どないです。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  今、西岡議員のほうからいろいろな例を

出してお話を頂きましたが、その中で成人

式のお話を例に出していただきました。本

当に私もいろいろな、これまで成人式を見

てまいりましたですけれども、やっぱり一

番今までで心に残るすばらしい成人式であ

ったというように思います。二人の挨拶、

これにつきましては町広報紙に出ておりま

すので、皆さんたくさんの方がお読みにな

っておるというように思います。ぜひ後に

続く子どもたちもあんなふうに育ってほし

いし、また行政として教育委員会としてあ

のような子どもたちをそれぞれの学校段階、

保幼小中一貫教育の中で育てていかなくて

はならないと強く思ったところでございま

す。また地域の方に支えられてるという話

で本当に朝、登校の御守りを時々、それぞ

れの小学校区あるいは中学校区、見せても

らうんですけれども、たくさんの方が子ど

もたちのことを見守っていただいておりま

す。その中で先ほど東能勢中学校の学校だ

よりを例にとってお話を頂きましたですけ

れども、やはりお世話になった方にありが

とうと、ありがとうございますと言えるよ

うな感謝の気持ちを持つ子どもたちに育て

てってほしいと思いますし、こういうこと

につきましては先ほどから御指摘のありま

した道徳だけではなしに、豊能未来科の中

でも、自分のことだけではなしに友達のこ

と、そしてこの豊能町のこと、また日本や

世界のことに目を向けて、やっぱり豊能町

のこれからのことを十分考えられる、そう

いうふうな子どもたちに育ってほしいです

し、そういうふうなことを豊能未来科の中

で予定していかなくてはならない、そう思

っておるところでございます。 

  それからもう一点だけ、東西地区の話を

されましたですけども、それぞれにやはり

町の成り立ちも文化も違います。やはりそ

れぞれの地域のいいところを、それぞれの

特色を生かした教育を考えなくてはならな

いというように思うところでございます。

今お話しいただいたことに対しまして、私、

感じたことをお話しさせていただきました。 

○議長（永谷幸弘君） 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  これ文科省のほうが次世代の学校地域創

生プランということで、学校と地域の一体

改革による地域創生ということで、平成２

８年に出してます。平成２８年からどっと

予算付けして進んでるんです。だから総理

大臣の諮問機関である教育再生実行会議、

これも予算、物すごいつけてるわけです。

それをうちの前の教育長がずっと来て対応

が早かった。結果出た鈴木答申、これの実

行が遅れてるわけですよ。だからあれやこ

れや言うてますけどね。だからここに書い

てある。目指す方向も全部出てるわけです。

その中でやっぱり地域と学校の連携、協働

の推進、この中でコミュニティスクール、

これの協働体制確立、これも早うに出てる、
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２８年。それを踏まえて町も対応してるん

ですよ。ところがいかんせん東や西やとか

１小１中とか２小２中。それは２小２中で

決まったんならみんなでそういう方向で子

どものために何ができるかということをや

っていかないかん。それを遅らすとやっぱ

り子どもからえらい目に遭いますよ。後で

恨まれまっせ、と私は思うんです。だから

今、残念ながら日本は経済至上主義の文明

社会や文化人が評価されない時代になって

ます。それは義務教育の敗退による点数評

価を優先するあまりに学歴重視、学力低下

この社会を招いた結果であります。そして

今、人格、品格の低下、そういう社会にな

っています。コロナを見たら分かりますけ

ども、コロナでもうけようとか詐欺しよう

とかいう人間が増えておるわけです。今は

もう学校も便利な学校にみるいわゆるＩＣ

のインテリジェントスクール、つまり何で

もそろうコンビニエンススクール的になっ

てしまったいうような感じもしてるのでま

だそこまで行ってません。でもＩＣ化が進

んでいわゆる道徳的な人間的な教育がおろ

そかになってきているようです。便利な社

会はまだええんですけども便利な学校とい

うのはいただけないと私は思います。なぜ

なら人間は便利になると考えなくなる。結

果、学校は不要である、教育は意味をなさ

なくなる。だからＩＣ社会はいいんですよ。

ＩＣ社会は便利で。ただ、ＩＣを使いこな

す人間の人格の高揚、これが先です。それ

がなければ本末転倒社会の堕落した社会に

なるわけですよ。日本は過度の便利な文明

社会を追い求めた結果、教育の目的である

人間の人格形成に逆行する文化凋落社会に

移行してしまったと私は思っております。

今、義務教育の在り方の長期的・多面的な

根本的な原因の究明と対応が急がれてます。

だからこの小中一貫校を子どもたちのため

に、森田教育長言うように全ては子どもの

ためにやらないかんときです。豊能町の保

幼小中一貫校は、豊能町の子どもを日本一

の義務教育で日本一の社会人を育て上げる

ことです。教育力日本一、これは真に教育

アナロジーで考え、豊能町に誇りを持ち、

郷土を思い、町に住み続けたいと思う人格

高潔な社会人を育てることです。そしてそ

の結果、地域の活性化、そして持続可能な

まちづくりへとつなげることです。ここで

思考の順番を間違ったら、本末転倒すれば、

将来子どもたちから笑われます。嘲笑され

ます。と同時に歴史からの報復を受けるこ

とになります。つまり、町の消滅自治体ま

っしぐらということになります。こういう

小さな町でもナンバーワンを目指し、身に

合った、スーツに合ったスータブルな、最

高の義務教育が必要不可欠です。冒頭申し

上げたように、町長を筆頭に、教育委員会、

教育長、議会行政、地域住民、保護者、み

んなで未来に向けて、全ては子どものため

に協働して、シームレスな保幼小中一貫教

育を推進することを要望いたしまして、一

般質問を終わります。 

  ありがとうございました。 

○議長（永谷幸弘君） 

  以上で、西岡義克議員の一般質問を終わ

ります。 

  議場を換気するため、暫時休憩いたしま

す。再開は１１時３０分といたします。 

（午前１１時１７分 休憩） 

（午前１１時３０分 再開） 

○議長（永谷幸弘君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  次に、田中龍一議員を指名いたします。 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  皆様、改めましておはようございます。 

  ２番・田中龍一でございます。議長から
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発言のお許しを頂きましたので、一般質問

をさせていただきます。 

  まず最初に、私事ですが、病気療養のた

め、３月議会、６月議会、休ませていただ

きましたこと、御心配をおかけしましたこ

とに対しまして住民の皆様におわび申し上

げます。まだ治療中でございまして、私の

質問が聞きづらいことについては大変申し

訳ございません。少しでも分かりやすいよ

うに、理事者や議員の皆様に配付されてい

る一般通告には質問を全文記載しておりま

すので、なぞるような形で質問させていた

だきます。 

  まずは、ユーチューブを御覧いただいて

いる皆様につきましては、私、田中龍一の

フェイスブックに本日の質問全て掲載させ

ていただいておりますので、そちらを見な

がら聞いていただくと分かりやすいと思い

ますので御覧ください。 

  大問１、豊能町の東西両地区に学校を残

し小中一貫教育を進める必要性について、

２問質問させていただきます。 

  １問目、豊能町内で将来の学校案が、１

小１中、２小２中の複数案があるなどから、

各方面で考え方が定まらないこともあり、

町にとって早急に進めるべき最重要課題、

将来の教育行政が、残念ながら滞っていま

す。私は、豊能町は２小２中とし東西両地

区に学校を残すべきと考えます。その理由

は、東西両地区とも一定の児童生徒数が存

在すること。豊能町は、もともと村が合併

して成立しており、東西両地区が地理的に

離れている上、それぞれ独自の文化を持っ

ていること。学校を廃校した他都市事例を

見ると、廃校した地区の人口が激減し、結

果、町全体の人口も減少していること。も

し仮に１小１中に豊能町の全学校を統合し

た場合、２中学校４小学校を吉川中学校１

校に収容することは難しい上、さらに通学

バスの駐機場、学校行事用の保護者用駐車

場の確保を考えると物理的に困難であるこ

と。１小１中として前の町長が専門家に作

成させた基本計画では、吉川中学校以外の

公共用地や使用中の公共施設も敷地に入れ、

莫大な建設費を計上していました。つまり、

１小１中は現在の町財政から考えても現実

的ではないこと。また、バス通学は、バス

の購入費等初期購入費用や毎年の運営費が

発生する上、児童生徒に長時間のバス通学

を強いることで、子どもたちの心と体に対

し毎日負担をかけることなどの理由で、私

は豊能町では２小２中を進めるべきと考え

ます。 

  そこで町長、教育長に、１小１中、２小

２中いずれの学校案の考えかを確認させて

いただきます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  お答えさせていただきます。 

  田中議員の御指摘のポイント、各項目で

すけれども、私と全く同じでございます。

必要なことは、将来の子どもに対して教育

の在り方、そしてそれを進める教育環境の

整備、この二つにおいてそれぞれ欠点もあ

り長所もあります。ただ、全般的に見て私

は東西にそれぞれ学校を造る、残すという

ことがメリットが大変多いと思っておりま

すので、そのメリットに従いそれぞれの地

区に学校を造ると、欠点や課題を克服する

ために議論をこれからも進めていきますし、

それでなければ建設的なものではありませ

んので、２小２中、東西にそれぞれという

ことですすめさせていただいているところ

でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 
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  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  田中議員の学校の再編の考え方につきま

して御答弁させていただきます。 

  学校の再編は子どもたちの教育環境をよ

くすることを第一に、その地域の特色ある

教育を進めることが大切であると考えてお

ります。 

  さて本町の学校の再編につきましては平

成２２年度からこれまで時間をかけいろい

ろな答申や提言がなされてきております。

それらのことも踏まえ、教育委員会におき

ましても検討や調整を進め、８月１２日の

総合教育会議で東西それぞれに施設一体型

の小中一貫校として再編することが塩川町

長から示され、これをみんなで進めていく

ことを確認したところでございます。議員

御指摘の１小１中案、２小２中案につきま

しても、昨年度、東西それぞれに小中一貫

校を設けた場合の課題と対応策を教育委員

会で取りまとめ検討してまいりました。ど

ちらにもメリット、課題はあります。また、

学校再編につきましては賛成・反対の意見、

いろいろな御意見があることは十分承知を

いたしております。そのような中でどう調

整を図っていくかが行政の役割だと思って

おります。教育委員会といたしましてはど

のような教育を行うか、そのためにはどの

ような教育環境が必要かに焦点を当てて検

討を進めました。そして令和２年３月に豊

能町保幼小中一貫教育グランドデザインを

策定し、保幼小中一貫教育と地域と共にあ

る学校づくりを策定いたしたところでござ

います。保幼小中一貫教育を進めるために

は地域とともにある学校づくりが必要であ

り、子どもたちにとりましては歩いて通え

る学校が近くにある、子どもたちへの負担、

時間的な制約、地域の方々と協働した取り

組みが進めやすい東西の交流を通じた取り

組みが計画的に進められることなどから、

東西地区それぞれに小中一貫校を設けるこ

ととしたものでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  今、町長、教育長とも２小２中の考えで

あることを確認できました。豊能町一丸と

なって２小２中を進めていっていただきた

いと思います。 

  しかし、３月議会において当初予算に対

し修正案が出され、保幼小中一貫教育推進

事業費が残念ながら削除されました。これ

を受け、豊能町住民連絡会や豊能町自治会

長会から公開質問や説明要求が出されるな

ど、保護者や自治会長などから早急な教育

行政の実施が求められています。豊能町で

は早急な実施を目指し、８月１２日に町長、

教育委員会による総合教育会議を開催し、

豊能町の小中学校再編の考え方を決定した

と聞きます。早期の実施を私も期待してい

ます。学校再編の考え方と、開校予定日な

ど今後の主なスケジュールについて教えて

ください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  令和２年８月１２日の総合教育会議にお

きまして協議調整が図れた内容、考え方、

スケジュールでございますけども、令和８

年４月に東西それぞれに施設一体型の義務

教育学校を設置する、東地区は東能勢中学

校校舎、敷地を活用し、西地区は吉川中学

校校舎、敷地及び調整池、第一駐車場を活

用すると。ただし、令和４年度もしくは令

和５年度に東能勢小学校の５年生と６年生

を中学校で学べるように調整を進めるとい

うことでございました。また、早期の実施
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ということですけども、西地区の基本設計、

東地区の実施設計につきましては来月にも

臨時議会をお願いしてと考えておりますの

で、またよろしくお願いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  学校の再編や目標やスケジュールが決定

し明確になったので、豊能町の子どもたち

のため、早急に進めていっていただきたい

と思います。 

  次に大問２、学校再編後の小学校跡地を

活用した魅力あるまちづくりの実現につい

て。こちらについて４問質問させていただ

きます。 

  １問目、学校の再編が決まれば、廃校し

た学校跡地を活用したまちづくりが早急に

求められます。西地区の３小学校の活用等

について質問いたします。 

  光風台小学校の活用について。 

  塩川町長の所信表明では、学校再配置に

合わせて、民営化により、パークアンドラ

イド型、保幼連携型認定こども園の開設を

推し進めますとあります。子育て層のニー

ズを満たし、人気のあるパークアンドライ

ド型こども園を実現するためには、駅から

の近接性や駐車スペースが確保できる敷地

の大きさ、既に敷地内にひかり幼稚園があ

ることなどを考えると、光風台小学校で実

現することが最も適切と思いますが、町長

のお考えは。お願いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  再編が決まれば廃校跡地を活用したまち

づくりが求められるというところで、まず

第一番目の光風台小学校跡地ですけれども、

私の所信表明では認定こども園については

パークアンドライド、これが保育を望む保

護者のニーズであると。そして利便性を考

えるとそのものが正しいと思って所信表明

の中にさせていただきました。もう一つ考

えないといけないところもあります。それ

は保幼小中一貫であるゼロ歳から１５歳ま

でのシームレスを整えるのに適切かどうか、

これも判断しないといけません。それから

もう一つは、教育の充実については特に民

間の方々による力を借りなければいけませ

ん。保護者が選ばれる保育園を目指す姿も

その姿勢も重要です。参入者の意向も確認

をしながらこの三つの点をそれぞれのポイ

ントで確認をして推し進めてまいりたいと

いうように思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  ２問目、吉川小学校の活用について。 

  豊能町に住む子育て層にとって、高校等

への通学費が高いことが町内に住み続ける

ことへの大きな障害の一つとなっています。

そこで、駅から近い上、自然豊かな好立地

の吉川小学校に、例えば通学圏が遠く離れ

ているが、北摂でも人気の高い西大和学園

など有名私学の分校を誘致するなど、町長

がトップセールをするべきと思いますが町

長のお考えは。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  ありがとうございます。吉川小学校の跡

地について議員の御提案は有名な西大和学

園、これをトップセールスをせよというこ

とでございます。私はトップセールスをし

っかりとやっていきたいと思っております。

この学園だけではなくてほかにもニーズも

ありますので、トップセールスをしていき
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たいと思います。 

  それから豊能町には高校がないというと

ころで、子どもから選ばれる高校というの

がやはり誘致をできれば本当に理想なこと

だと思っています。私学の学校はもう特徴

が分かれてきます。どのようなお子さんに

育てるか。専門知識の方向性も出てきます

ので幅広い情報も含めて、それから私学協

会の会長とも面談もさせていただきました

けれども、そういう私学の方々の御意向も

まだ全てが聞けておりませんので、それら

を調査をしながら希望があるところのもの

に関してもっともっと誘致をしていきたい

というように思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  ぜひ頑張っていただきたいと思います。 

  ３問目、東ときわ台小学校の活用につい

て。 

  新型コロナウイルスが全国的に流行する

までは、西公民館における住民活動が盛ん

であり、活動する部屋が足りずその確保が

問題となっていました。そこで、学校のク

ラブ活動と連携できる住民活動は西公民館

に残し、それ以外の住民活動と、ふれあい

広場のテニスコートを東ときわ台小学校に

移設すれば、吉川中学校周辺の用地も小中

一貫校に活用できる上、さらなる住民活動

の推進が図れますが町長のお考えは。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  議員の御指摘のとおり、公民館の利用率

が非常に高く、あぶれてるといいますかそ

ういうこともあります。それから学校のク

ラブ活動と連携するにはやはり近くという

ことでふれあい広場の一帯という運用も考

えられます。御提言の中でいきますと特に

ふれあい広場の場合はテニスコートの利用

が高いというところですので、学校のクラ

ブとテニスも考えられるというところで非

常にメリットもあると思います。今後はや

はりクラブそして地域を交えた活用という

ことも含めて、学校運営協議会としても検

討頂く項目になると思いますので、その御

検討を待っておきたいというように思いま

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  ４問目、通学距離を短縮する歩行者用通

路の新設についてです。 

  西地区の小学校を吉川中学校周辺に統合

した場合、とりわけ新光風台地区からの通

学距離がこれまでより長くなります。そこ

で新光風台５丁目から能勢電ときわ台駅を

最短で結ぶ歩行者向け通路を建設すれば通

学距離の大幅な短縮が実現できます。さら

に、ときわ台駅から徒歩圏となる新光風台

の住宅地エリアが拡大し、まちの魅力も各

段に向上します。学校再編のこの機会に、

新光風台住宅地からときわ台駅の歩行者向

け通路の建設を考えるべきと思いますが、

町長のお考えは。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  御提言ありがとうございます。前からも

御提案をいただいておりまして、解決のた

めにということで私どももそれぞれ調べて

検討もさせていただきました。今現在御指

摘の箇所が一番距離的にも近いというとこ

ろなんですけれども、延長として総延長が

２６５メートル、高低差、ここが問題なん

ですけれども５７メートルあるということ
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になりまして、道路という考え方で整備を

した場合というのは、この高低差をカバー

しようとしますと２１度という形になって、

この２１度は道路構造上最大勾配として１

２度、そしてバリアフリー法でいくと８度

というような形になりますので、この道路

というのを自動車も含めてやるというのは

あまりにも急過ぎる。そうするともう一つ

は歩行者だけという形の整備があります。

その高低差５７メートルということになり

ますと、本当に階段という形になりますの

で、それを現地と比べますと、昔、ふれあ

いの森があった近辺でもありますので、そ

のところの高低差を、そして夜になると暗

い、そういうところも含めると、今、ここ

の段階としてこれが本当に適切かどうかっ

ていうのは、私は今は適切でないかなとい

うように思ってます。特に新光風台のとこ

ろから一旦下りますけどまた上がって、下

りてときわ台まで行ってそこからまたさら

に上がるというようなことを考えると、子

どもさんへの負担も大きいかなというとこ

ろと、それから先ほどの道路を造りますと

見積もってみますと費用的に約１１億4,０

００万円ぐらい、それ道路の場合ですけど

ね。もう少し短い位置も検討してみました。

そうすると１０億円を切るというところな

んですけれども、それだけの投資というと

ころは今現在はちょっとこれは考えられな

いなということで、ほかの方法を考えてい

きたいと思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  道路というよりは歩行者用の通路という

ことで、ぜひ御検討頂きたいと思います。

それからいろいろ通学の問題等もあると思

いますので、前向きに検討していただきた

いと思います。 

  大問３問、東西両地区に学校を継続する

ために、子育て層をターゲットにした豊能

町独自の人口増加策の実施について。４問

質問させていただきます。 

  １問目、東西両地区に学校を残すからに

は、子育て層をターゲットにした人口増加

策をしっかりと実施することが必要です。

人口増加策を考える場合、豊能町にしかな

いものを活用した策を実施することが、本

町独自の魅力づくりや、他市町との差別化

を図る意味でも、非常に重要です。例えば

豊能町は東西両地区ともに電車の始発駅や

バスの始発停留所があるなど、都心まで座

って通勤・通学が可能である好立地である

にもかかわらず、土地の価格が安く放置さ

れているのも豊能町の特徴です。また、豊

かな自然環境の中、広い土地を活用した

様々な住民活動などが少なからず展開され

ています。そこでまず、これら豊能町の特

徴を一言でＰＲできるキャッチコピーをつ

くり、子育て層に対して瞬時に、効果的に

伝達することが必要と考えます。例えば

「座って通える町、若者が戸建て住宅を持

てる町、豊能町」このような豊能町のメリ

ットがすぐ分かる子育て層向けのキャッチ

コピーをつくるべきと思いますが、町長の

お考えは。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  コピー的にキャッチフレーズというのは

非常に重要です。それから、町全体の目標

として、これまでもキャッチフレーズとい

いますか、いわゆるその方向性を示したも

のがあります。特に今回の場合はターゲッ

トを明解にして、子育て層にということで

いくと、今の議員が御指摘のように、電車

通勤であれば座って、そして誰でも持てる、



 3－31 

そういう家があるよという豊能町というこ

とですので、コピーの内容について、そし

てターゲットをどこに置くかによって、キ

ャッチフレーズは重要であると思いますの

で、これらはまだ考えられておりませんけ

れども、検討していきたいと思っておりま

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  ４問目、土地の価格が安い上、座って通

える好立地であることを生かすことで、企

業との連携による人口増加策について提案

します。具体的には、住宅メーカーが２０

代の若者をターゲットに次のようなキャッ

チコピーでテレビコマーシャルを放映して

います。「月々で払っているあなたの家賃

で家が建つ。タマホーム。２０代の家」。

また、ほかにも低価格を特徴とした住宅メ

ーカーはあります。しかし、家が安価でも、

建てる土地の値段も安くなければ２０代で

一戸建てを持つことは困難です。一方、住

宅メーカーの目的は住宅を売ることです。

当然、土地の値段が安いほうが住宅を売り

やすいことは明らかです。そこで、豊能町

と、これら住宅メーカーと協定を結び、連

携して子育て層に対し、積極的・効果的な

ＰＲをするような人口増加策を実施すべき

と思いますが、町長のお考えは。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  おっしゃるとおり、空き家の利活用のと

ころが一番のポイントです。ただ、今現在

は空き家が出てきてない、表面に出てこな

いというところが非常に問題でありまして、

所有者の方々が家を手放すまたは貸す、そ

ういうような形を促すような施策もしてい

かないといけない。それからもう一つは、

建築されてから結構古くて、耐震化住宅で

はないところに関しては建て替えいうとこ

ろがありますので、これは住宅会社さんと

一緒になって、その建替えに対してそれを

供給できるような体制を取らないといけな

いと思います。それから、西地域はあまり

空き地というところがありませんけど、東

のところは空き地があります。空き地のと

ころはやっぱり住宅メーカーがそれを活用

するといいますか、それを手に入れて家を

販売するというところは、ビジネスモデル

として絶対にあり得ると思いますので、ま

だ住宅会社それから住宅展示場、そして仲

介業者の方々と前に進めるところまではい

っておりませんけれども、情報交換をさせ

ていただいてます。これについては本当に

必要な施策だと思っておりますので、進め

てまいりたいと思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  ぜひ進めていっていただきたいと思いま

す。 

  ３問目、次に、東能勢小学校、東能勢中

学校の近くにはクレイン乗馬クラブがあり

ます。このクラブと町が提携できれば、豊

能町の学校にしかできない乗馬クラブ活動

や動物とのふれあい教育などが可能となり

ます。もし、中学校に馬術部ができれば、

これは全国的にも例がなく、子どもを持つ

全国の乗馬ファンに強くアピールすること

ができます。さらに、将来オリンピック選

手がここ豊能町から生まれることになるか

もしれません。このように乗馬クラブとの

提携により、豊能町独自の魅力ある教育内

容が実現でき、人口増加が図れますが、教

育長のお考えは。 

○議長（永谷幸弘君） 
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  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  御提案ありがとうございます。このよう

な活動が教育課程の中でどういった関連性

を持つものか、児童生徒の安全性の確保は

どうかなどの観点から十分な検討が必要と

考えておるところでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  せっかくこういった施設がありますので、

ぜひ前向きに検討していただきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

  ４問目、また、豊能町内では、自然を生

かした様々な活動が展開されています。例

えば、牧、高山などで実施している農業体

験、ＮＰＯが長年実施しているひと山まる

ごとプレイパーク、町が毎年余野川で実施

している鮎つかみなどたくさんの活動がご

ざいます。これら自然を生かした活動と豊

能町の教育カリキュラムを連携するなどし、

本町独自の教育内容の構築により、その魅

力を高めることで、子育て層をひきつける

人口増加策を実施すべきと思いますけれど

も、教育長のお考えは。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  自然を生かした活動と豊能町の教育カリ

キュラムを連携するなど、本町独自の教育

内容を構築し、子育て層の交流関係人口を

増やしていってはとの御提案ありがとうご

ざいます。議員御提案の、豊能町の豊かな

自然を生かした取組につきましては、豊能

未来科の中で、自分たちでできること、地

域の方々と一緒にできることなどを考え、

その取組がトンボ池のように地域の取組に

発展していけたらと思います。 

  さて、この間も吉川小学校、朝の見守り

の際に低学年の女の子が、夏休み、お父さ

んとクワガタ捕りに行ってんと。ハチがい

てちょっと怖かったけどお父さんが捕って

くれてん。大きなミヤマ捕れてんで。私、

手でつかむことできるんやでと話をしてく

れました。構想の一つの例といたしまして、

昔から、箕面六甲能勢妙見は、蝶そして昆

虫の宝庫であること、私も小学生のとき、

父親と何度か蝶の採集に豊能町を訪れまし

た。現在でも豊能町町内には約８０種の蝶

や多くの昆虫が生息し、食草が豊富にあり、

クヌギの台木がたくさんあることなどから、

この里山を子どもたちから大人の方々、み

んなで守り生かす取組が、東・西、どちら

の地区においても、丸々の森とか丸々の里

など、そういうことができないか情報を集

め検討していきたいと考えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  ぜひ豊能町の自然を生かした活動で、豊

能町の教育を魅力あるものにしていってい

ただきたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

  それでは４問目、学校再編という歴史的

な機会を迎え、教育長、町長の将来の豊能

町に対する思いについてそれぞれ質問させ

ていただきます。 

  １問目、これまで質問してきましたとお

り、豊能町には、本町特有のたくさんの魅

力があります。また、今あるこれら魅力を

活用することにより、そんなにお金をかけ

ず、豊能町独自の理想的な教育の実現や魅

力あるまちづくりの実現は十分に可能と思

います。豊能町にとって、学校再編という

歴史的で、またとないこのチャンスに、豊

能町の教育をどのように導いていくのか、
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教育長の決意をお聞かせください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  学校再編に当たり、豊能町の魅力ある教

育をどのように推進していくかというお尋

ねでございますが、先ほども豊かな自然を

生かした教育につきまして御提案を頂いた

ところでございます。豊能町にはたくさん

の宝物があり、「豊能の風」でも紹介をし

ていきたいと考えております。豊能町の豊

かな自然と豊かな人材を生かし、豊かな子

どもを育てることをテーマに、豊能町に誇

りを持ち、自信を持って社会を生き抜く子

どもの育成を、地域、保護者、教職員みん

なで責任を持って、一貫性、継続性、発展

性を大切にした教育を目指してまいります。

そして、令和２年３月に策定いたしました、

豊能町保幼小中一貫教育グランドデザイン

におきまして、保幼小中一貫教育と地域と

共にある学校づくりを２本の柱に据え、取

組を進めることといたしました。その中で、

人が替わっても学校や子どもたちをみんな

で応援、支援する仕組みづくりを構築し、

子どもたちが豊能町のことを学び、町の将

来のことを考えられ、この学校で学んでよ

かったと思える魅力ある学校、義務教育学

校をみんなでつくり上げていきたいと考え

ております。どうかよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  ぜひ、今言っていただいたように、豊能

町を、先生また住民の方、皆さん一緒にな

って、本当にこれからも持続可能な仕組み

づくりを進めていただきたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

  ２問目、また、同様に、町長は、学校再

編の歴史的なこのチャンスを生かし、豊能

のまちづくりをどのように導いていくのか、

決意をお聞かせください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  決意をお聞かせくださいということです

けれども、先にちょっと御説明させていた

だいたものの訂正がございます。私、新光

風台からのものですけれども、延長が２６

５メートル、高低差が５７メートル、そし

て２２度ということを言ってしまいました。

２２％の間違いでございます。度数に直し

ますと１２度という形になります。２２度

と言ってしまうと４０％になりますので、

これは私の言い方が訂正をさせていただき

たいと思います。 

  それから、決意、この歴史的なチャンス

ということですけれども、もちろんしっか

りと教育、その中身をつくるということに

ついて、町長部局としてしっかりとサポー

トをさせていただきたいと思います。それ

が学校の核にと言ったら変ですけれども、

そのものそして地域の在り方、それから地

域の資源、これらと一番つながないといけ

ないのが人、いわゆる地域の方々の支える

全体ということになりますので、まちづく

りの根本はその地域とともにある学校と地

域と共につくるまちづくりという決意で、

今、進めさせていただいております。具体

的には、今、総合まちづくり計画というの

をつくっております。ここの中で具体的な

ものをなるべく入れていかないと、開発の

審査会でありますとかそういうものも含め

て成り立ちませんので、それらを含めて、

そしてこれからの成長させるためのもの、

その意味で総合まちづくり計画をつくって、
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皆さん地域の方と一緒に進めてまいりたい

と思っております。町がにぎわいのあるも

のをもう一度取り戻すと、再生という考え

方も言えると思いますけれども、それをし

っかりとさせていただきたいというように

思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  総合まちづくり計画という事ですけれど

も、もう一つ、まち・ひと・しごと創生総

合戦略ということで、国がお金を出してい

ただける、これもありますので、ぜひこう

いうことも活用しながらまちづくりを進め

ていただきたいと思いますのでよろしくお

願いいたします。 

  町長、教育長の決意を聞かせていただき

ました。豊能町にとって学校再編という歴

史的でまたとないチャンスを生かしていた

だき、子どもたちにとって理想の教育、住

民にとって魅力あるまちづくりを進めてい

っていただきたいと思います。 

  最後に、治療中のため、お聞き苦しい、

聞きにくい点があったことについて改めて

おわび申し上げます。 

  以上で一般質問を終わらせていただきま

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  以上で、田中龍一議員の一般質問を終わ

ります。 

  この際、暫時休憩をいたします。再開は

１３時１０分といたします。 

（午後０時０７分 休憩） 

（午後１時００分 再開） 

○議長（永谷幸弘君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  次に、長澤正秀議員を指名いたします。 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  こんにちは。１番・長澤正秀でございま

す。議長の許可を頂き、これより一般質問

を始めさせていただきます。 

  通告書の順番が前後するかとは思います

が、分かりやすい回答をよろしくお願いい

たします。 

  まず１番目に、観光向上対策についてと

いうことで、本町の観光については以前か

ら、緑豊かで自然がいっぱいいうことが売

りなんですけども、若い人が喜ぶようなア

ミューズメント施設とかそういう変わった

ものは本町にはありません。ないものねだ

りという話が前回の、前々回でしたかの質

問のときに田中議員がされてましたが、町

の中にないものをあれが欲しいこれが欲し

いと言わなくて、あるもので魅力を見つけ

ていってそれをアピールしていったらどう

かという意見がありました。ここで、また

このコロナ禍の中で高代寺のほうに町内、

町外より散歩やハイキング、また初めて来

られる方も多くおられました。中には熊を

飼ってるいうのでびっくりされる方もあり

ました。また町内の方でも話は聞いたけど

初めて来たとか、またそういう飼ってるの

も知らないいう方も町内にもまだおられま

した。そういうふうな形で、人寄せパンダ

ではないですけども、高代寺の熊、吉川八

幡には馬、お寺に熊、こんな変わった町い

うのは珍しいと思います。これを町のＰＲ

アイテムとして活用するような考えはない

かお聞きします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  高木都市建設部長。 

○都市建設部長（高木 仁君） 

  それではお答えさせていただきます。 

  観光の向上対策ということでございまし

て、議員に御提案頂いておりますとおり、

吉川八幡神社の馬、高代寺の熊はこれまで
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も新聞等で取り上げられるなど、豊能町を

知っていただく上で有効な資源、観光資源

の一つであると考えております。また、能

勢電鉄の妙見口駅から妙見山や高代寺に至

るコースにつきましては、ハイキングや散

策を楽しまれる多くの方々に御利用いただ

くなど、町の観光資源の一つとなっており

まして、議員から御提案頂いております馬

あるいは熊といった観光アイテムと結びつ

けることでさらに魅力のある資源になると

考えております。現在はコロナ禍でイベン

ト等を開催することが困難な状況にありま

すけども、今後、観光協会等と協議しなが

ら、また連携を図りながら、地域全体が魅

力のある観光資源となるよう努めてまいり

たいと考えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  いろいろな方が来られますので、ハイキ

ングの方以外にも坂道を自転車でこいで上

がって来はる方、立ちこぎじゃなしに普通

に座ってこいで、ギアが幾つもついてるか

分からないけどもそういう方もおられて、

またバイクとかカブそういうなんで見に来

られる方もいてはります。そういう方で中

には今はやりのユーチューブに上げるいう

ことで動画を撮りながら来られる方もいて

ますね。そういう方がたまにチェックをす

ると写ってるわと、お寺が写ってる、吉川

八幡の神社が写ってる。上がっていく道が

写ってるとかそういうのがよくあって、そ

れが、たくさんの方が見てくれはったらそ

れだけでも宣伝になるのかなと思いますけ

ど、なかなか趣味の合う人だけしか見てな

いようで、全体的にどうやということにな

ればやはり町のホームページとかそういう

のにそういう動画を、町長が自転車で山ま

で上がっていくとかそういう動画を撮って

もらって、町長が頑張ってますって、豊能

町を宣伝しますというような動画を作って、

ホームページの町長の部屋にでも貼り付け

てもらったら、すごいな、ここの町長頑張

ってはるないうのがよく分かるんではない

かと。そういうようなものもまた考えてい

ただきたいと思います。 

  また、道のことですけども、妙見口、と

きわ台駅、光風台の４丁目のほうのところ

につながる猿阪保ノ谷線というのが随分前

より山側の斜面のほうが、土がこぼれてき

たりとか石が転がってきたり、その石もこ

ぶし大いうのはもうざらで、そのときによ

ると漬物石みたいのが落ちることがありま

す。そういうのも気ついたら車で走ってて

も通れなかったらよけるしかないのでよけ

てますけども、よそから来られる方いうの

は道いうのは完全に管理されてるもんやと、

それが当たり前やと思ってる方って割と多

いんですよね。そういう方が来たときに、

何か豊能町はええとこや言うけど道も悪い

でと、そういうふうなことにならないよう

に、それこそ２年前の大雨、台風が来たと

きに崩れたとことかずったとこ、そういう

のも早く補修はすぐにしていただいたんで

すけども、その補修なのかそれで完成なの

かちょっと微妙なところもありまして、道

幅も大分狭くなってるところがあって、車

と歩行者が擦れ違いにくい。そうしたら歩

行者の方がよけてくれはりますねんけど、

やっぱり石が転がってるもんで、散歩に来

はる人ってそんなに若い方でなくて、ちょ

っと杖をついてる方もあれば、御夫婦で手

をつなぎながら上がってはる方もあります。

そうするとやっぱりよろよろとなってこけ

て怪我したらそれはとても危険で危ないこ

とやと思いますので、そういうのの対策と

して猿阪保ノ谷線の改修とか、そういう工

事の予定はないんでしょうか。 
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○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  高木都市建設部長。 

○都市建設部長（高木 仁君） 

  町道の猿阪保ノ谷線の補修整備というこ

とで申し上げますと、町道の猿阪保ノ谷線

は総延長2,３６０メートル、道路幅員が先

ほど議員をおっしゃってられるように３メ

ートルから４メートル程度の山間に造られ

た道でございますこの町道は議員おっしゃ

ってられますように平成３０年７月の豪雨

のときの際は山側からの土砂崩れが発生し

まして一時通行止めとなりました。また、

今年度の令和２年７月豪雨でも砂防堰堤側

の路肩が崩落し、現在土嚢とブルーシート

で養生しているところでございます。平成

３０年度の豪雨災害を受けまして、平成３

１年３月に直営で防災点検を実施しました

が、その結果、全長2,３６０メートルのう

ち1,７５４メートル、約７４％については

民地側の山林部からの土砂崩れまたは路肩

崩壊の恐れがあり、今後土留め擁壁の設置

やのり面の保護等を実施する必要がござい

ます。しかしながらあの町道につきまして

は広域道路あるいは通学路の指定等もない

道路であるために、社会資本整備総合交付

金などの国費対象とはならず、抜本的に補

修整備することは困難な状況となっており

ます。したがいましてこれからも小規模な

崩落が発生した場合には、予算の範囲内で

簡易な補修工事を行っていきたいというこ

とで考えておりますので御理解賜りますよ

うよろしくお願いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  道幅は３メートルから４メートルという

ことで、広いところでは４メートルあるか

なという感じはしますけども、狭いところ

となれば２メートル５０切ってるようなと

ころが何か所かあると思います。そういう

のもまた町の単費ということになればなか

なか進まないのも分かりますけども、ハイ

キング、散歩ってよく使われる道なので、

安全性のことを考えて、随契かなんかでち

ょこっとずつ、一遍に全部は工事いうのは

無理やと思います。気のついたとことか危

ないとこ、危険なとこを重点的に、道幅と

かそういうのを確保できるような形で進め

ていっていただきたいと、これは要望して

おきます。 

  次は近隣の町村と連携についていうこと

で。 

○議長（永谷幸弘君） 

  １番はしないんですか。路上駐車の問題。 

○１番（長澤正秀君） 

  すみません、２番ですね。観光向上対策

についていうことで。 

  昨今コロナウイルスの加減で初谷川に遊

びに来られる方が急増して、ごみの問題、

放置ですね。これは地域の方が清掃してく

ださっているいうことなんです。またトイ

レの問題、トイレが近くにないいうことで、

車で乗ってきはって、その車にまた乗って

近くの妙見口の駅または近くの店舗いうと

ころでトイレを借りてるような形で、それ

がまたその車が戻ってくるとまた止めると

ころがなくてうろうろしてたりとか、そう

いう問題が起こっています。車の迷惑駐車

ですわね。どうしても田んぼの周りなので

作業するときにじゃまになったりとか、そ

ういう苦情がたくさん来てると思います。

そういう中で受入れ体制、町のほうはいい

とこですよ来てくださいねということはう

たってますが、受け入れる場所、駐車場、

トイレそういうものが、ごみの処理ですね、

ごみ箱、大きなものとかそういうものも全

然なくて、地域の方が思案、苦労されて今、
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何とか、今回はもうそろそろバーベキュー

の時期も終わりかなと思いますので人が減

ってると思います。中にはバーベキューを

するために枝を折ったりとか木を切ったり

とかして、それを火を使ってる方もいるよ

うに聞いています。そういうのは自然破壊

というのか、火をつけてまた後始末しない

で帰る方がたまにいてはるかも分かりませ

ん。そうしたら火災になり、そういう危険

なことも起こりかねないので、そういうふ

うな管理とかそういうことに関して進めて

いってほしいところなんですけども、まず

この初谷川周辺の駐車場問題が起こってる

ことについてはどう対策を考えているかお

聞きします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  高木都市建設部長。 

○都市建設部長（高木 仁君） 

  議員御指摘のとおり、今年の８月、特に

お盆の時期８月７日から１６日にかけまし

て、吉川地区の初谷川にバーベキューある

いは水遊びなどをするために多くの方がお

越しになり、周辺の道路が路上駐車する車

であふれるといった事態になりました。例

年ですとこの時期には初谷川に水辺の涼を

求めてお越しになる方が多いところでござ

いますけども、これほど混雑することもな

く地域の皆さんにも御理解を頂いてきたこ

とと思っております。しかしながら今年は

コロナの影響もあったのかも分かりません

が、例年になく多くの方がお越しになられ

ましたことから、地域の皆さんにも御迷惑

をおかけすることとなり、そのため８月に

入りましてからは駐車を御遠慮頂くような

看板を現地に設置したり、またお盆の時期

には町の職員と豊能警察署により、お越し

いただいている方々に迷惑駐車への御協力

をお願いするとともに、先ほどのような駐

車は御遠慮くださいといったような看板を

増設するとともに、カラーコーンを設置し、

お越しになる車両が地域の皆さんの御迷惑

とならないように努めてまいったところで

ございます。また、こうしたことから先月

も豊能警察署と今後の対応について協議を

させていただいているところでございます

が、駐車場が不足している点また道路の幅

員が狭い点など現地の状況いろいろござい

ますので、そういったことを踏まえながら

役場の関係する課と吉川の自治会、それと

観光振興という点がございますので観光協

会で一度来年度に向けてどう対応していく

べきかということで協議をさせていただき

たいというふうに思っております。ただ、

その際には当然路上駐車が迷惑だというこ

とでございますので、規制という観点もあ

ろうかと思いますけども、初谷川は本町に

とっても貴重な観光資源という位置付けも

ございますので、併せてそういった資源と

して生かしていくことも踏まえながら協議

はさせていただきたいというふうに考えて

おります。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  協議、来年に向けてということで早急な

協議は必要やと思いますけども、まず近く

にある施設として、よく一番目につくのが

トイレがある施設でいえばシルバー人材セ

ンター、あそこのトイレを使うような方向

とかそういう考えがないんでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  高木都市建設部長。 

○都市建設部長（高木 仁君） 

  先ほど議員おっしゃっておられますよう

に、トイレの問題、あとごみ処理の問題、
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いろいろ、今年に限っては駐車場の問題と

いろいろな問題がございます。おっしゃっ

てられますようにあそこトイレというとシ

ルバー人材センターのトイレということに

なってくると思うんですが、シルバー人材

センターは基本的に土日がお休みというこ

とになっております。それをまた土日に開

放してトイレとして使っていただくという

ことになれば、その管理どうするのかとい

った、ちょっといろいろな問題があろうか

と思いますけども、そういった駐車場も含

めまして、あとごみの処理とかトイレの問

題、そういった問題も含めまして、先ほど

申し上げましたように一度地域の方と話合

いをさせていただいて、それでもってどう

あるべきか、地域のあの辺をどう今後整備

していくのかといったことについても話合

いをさせていただきたいというふうに思っ

ておりますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  協議のすることはたくさんあると思いま

す。またシルバー人材センターの横には町

の駐車場がありますので、そういう駐車場

も空いてる時間帯であればそういうのがか

りてはる人に割引する、そのシーズンだけ。

ほんでそれを駐車場に使うとかそういうふ

うな案とか、いろいろなものをまた出して

いただきたいと思います。この受入れ体制

というのが一番難しいところで、その地域

の人がやっぱり嫌な顔すると来た人も嫌な

顔になってしまう。地域の人がにこにこ迎

えると、来はった人が気がよくなってまた

来ようかと思ってくれはる。そういうのを

続けていくような形の方向でどんどん話を

進めていっていただきたいいうのと、あと

はまた変わった考えでいくと、田んぼの一

部を埋めて駐車場を造るとか、新たに費用

がかかることで町ができるか、民間でして

いただけることがあるんか分からないです

けども、そういうふうな場合は農振かなん

かの規制があったように思うんですけど、

その点はどうでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  高木都市建設部長。 

○都市建設部長（高木 仁君） 

  駐車場の問題でございますけども、先ほ

ど議員おっしゃってられますように、あそ

こに吉川保育所がございますので、その来

庁者用駐車場と職員駐車場がございます。

ただ、二つともそれぞれの目的によりまし

て職員厚生会であるとかシルバー人材セン

ターもそこに賃料を払って借りてらっしゃ

るということもございます。それを観光客

に開放するとなりますと本来の目的と違う

目的で使うということになりますので、ち

ょっとこちらのほうで調整が必要になって

くるということと、あるいは吉川保育所は

休日が日曜日だけということになっており

ますので、駐車場として使えたとしても日

曜日と祝日に限られるということですので、

今年の８月に起こったような路上駐車の空

いた問題を抜本的に解決するというのはな

かなか難しいというふうに思っております。

あと、また休日に駐車場として御利用いた

だくということになってまいりますと、そ

の管理を誰がするのかというところも大切

になってくるのかなというふうに思ってお

ります。今ある施設を駐車場を使うといっ

た場合こういういろいろな問題があるわけ

ですけれども、それをさらに今ある田んぼ

とか畑を駐車場としてということになって

まいりますと、おっしゃっていただいてお

りますようにあそこ農用地になっておると

ころが多ございますので、そこを農用地を

一旦外した上でそれを農地から転用すると
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いう手続がありますのでちょっと一定ハー

ドルは非常に上がるということで、なかな

か簡単にはいかない。農業を振興するため

の用地ということで農地を保全しておりま

すので、それを外すということについては

一定のハードルがあるということで御理解

いただきたいと思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  網掛けいうんですか規制いうのがなかな

か厳しいものということで回答ですけども、

また利用目的、田んぼ、畑の一部を駐車場

にすると。その残りの部分を田んぼ、畑そ

のまま観光農園みたいな形でいうふうな、

農業的なこともしてるけども、それをする

ために車を止めますよというふうな、そう

いう言い方いうんですか、そういう方法い

うのはちょっとハードル下がるような感じ

に思うんですけども、それはどうでしょう

か。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  高木都市建設部長。 

○都市建設部長（高木 仁君） 

  おっしゃっていただいているように農地

があって、そこの一部を観光農園というこ

とで使用されて、そのまた一部分を車を止

めるスペースということでお使いになると

いうことであれば、先ほど申し上げました

よな全く駐車場として全面使うんだという

転用よりも若干ハードルは下がると思いま

す、それにしましてもそこを一旦、一部で

あってもその駐車場を農地から外すという

ことについては一定の手続が必要だという

ふうに考えておりますので、これ農用地を

外すということになりますと大阪府との協

議が必要になってまいります。また転用と

いうことになってまいりますと農業委員会

との手続出てきますので、豊能町だけです

ぐに取り掛かれるものではございませんの

で、関係機関と調整を図りながらやってい

くということでございますので、その点ち

ょっと時間はかかりますし手続も煩雑にな

ってくるということで御理解いただきたい

と思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  府の許可が必要になってくるということ

で、今回言わんとしたことが分かると思い

ますけども、町長も大阪府の偉いさんもよ

く御存じでつながりがあると思うので、頑

張ってそういうふうにうまいことみんなが

にこにこできるような形で進めていってい

ただきたいと思います。 

  続きまして次の質問で、近隣の市町村と

連携についていうことです。この東地区は

メインの道路が国道の４７７号線、大型車

両の通行が多くて池田に向かう途中は。 

○議長（永谷幸弘君） 

  ４２３号線ですね。 

○１番（長澤正秀君） 

  ４２３号線。落石注意の看板があったり

落石防止ネットとかが多く見られます。最

近のスーパー台風とか大雨とかゲリラ豪雨

とかそういうのが頻繁に今後起こっていく

であろうということなんですが、そこで今

の時点では対処はしてあると思います。で

も今回の６丁目ののり面が崩れたみたいに

ある程度古い施工になってくるとコンクリ

ートも耐久力いうんですかそういう力も弱

くなって、ネット張っててもネット越しに

落ちてしまうという場合があると思うんで

す。そんなんで道路の保全とかそういうこ

とに関しては昔は協議会いうか連盟があっ

て、４７７工事とかそういうの。 

○議長（永谷幸弘君） 
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  ４２３。 

○１番（長澤正秀君） 

  ４２３の工事をしていたと。今回も同じ

ようにこういうのですね。ここに書いてあ

るのは大阪府、箕面市、池田、豊能町、能

勢町、京都亀岡、南丹ということで、この

道路については池田に向かうとちょうど豊

能町、池田、箕面というふうな通り道にな

って、その途中が危ないいうことで点検補

修整備いうのをきっちりしていただきたい

いうことを思います。それについては今回

箕面の市長選挙もありまして、池田、箕面、

豊能町と同じ維新の首長さんになっている

いうことで、これは特に連携がたやすいの

ではないかと、話もすごくスムーズに進む

のではないかと思いますが、そういう連携

とかそういうことは大丈夫でしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  御指摘ありがとうございます。私も４２

３号線についてはこれまでもずっと要望し

てきたという経過、それから災害時にあそ

この４２３号線は大型緊急輸送路というこ

とになっておりますので、私も就任したと

きにすぐに自衛隊、防衛省のところも訪問

させていただいて要望もさせていただいた

ところです。促進協議会が今、先ほどあり

ましたようにありまして、その中でも具体

的に議題に上がっております。今年度も大

阪府に対しては要望しているということで、

今まで要望しているんですけれどもなかな

か進まない。この進まない理由というのが、

やはり用地の買収というところがあります。

日頃の防災関係に関しては大阪府のほうが

しっかりと見ていただいてますので、要は

一番目はやっぱり狭いところを拡幅すると

いうようなことになりますのでこれは引き

続き要望もしていきたいと思います。さら

に議員御指摘のとおり、亀岡それから豊能

町、箕面、池田というところですので、そ

の関係するところが一緒になって要望する

ということはさらに進むと思いますので、

その連携についてはしっかりと情報共有し

て要望していきたいというように思ってお

ります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  今後近隣と仲よく、それこそ力を合わせ

て、お金のかかるこというのはどことも、

町であって市であってまた府であっても出

すとこは一番急ぐとことなってしまうとは

思いますが、やっぱり安全面、２年前のと

きでも一時は陸の孤島に豊能町がなってし

まった、そういうことがありましたので、

道に関してはライフラインいうことで必ず

どこか通れる抜け道が一本でも残るような

形で、全部がもう通れないというのが、一

応大阪の外れですけど大阪なので物資が届

くのは届くと思いますけれども、やはりそ

のときにたまたま通ったときに落石に遭っ

たそういう悲しい事故にならないように今

後どんどん押して話を進めていただきたい

と思います。 

  続きまして次、まちづくりについてとい

うことで、公共施設の維持管理費、修繕費

いうのは毎回のように予算で上がってくる

ように見受けらまず。まずシートス、ユー

ベルはあんまりないかな、ユーベルなど新

型コロナウイルスの影響で公共施設の運営

のほうは問題はないのでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今、議員はユーベル、シートスなど例を
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挙げられましたけども、施設全般について

お答えをいたします。臨時休館しておりま

したのは施設によって若干異なりますが、

５月３１日までもしくは６月１日まで臨時

休館をしておったところでございますけれ

ども、その間につきましてはやはり御利用

ができないということで御不便をおかけし

ましたが、現在は休館している施設はござ

いません。しかし今も収容人数の半分を収

容するというルールがございますので、ユ

ーベルホールなど御不便をおかけしている

施設はございます。また、感染症対策を実

施した上での開館ということでございます

ために、御不便御面倒をおかけしていると

いうふうには感じております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  シートスに関しては管理委託いう形にな

っておると思います。そうしたら管理委託

になっているので、マイナスが出たときは

町が負担するということで、町のほうの負

担はどういうふうな形になっているんでし

ょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  お答えします。 

  シートスにつきましては先ほど総務部長

からありましたけども、３月４日から教室

を中止しまして、その後４月７日に休館と。

テニスコートだけ開いておったんですけど

もそれも閉めまして再開は６月２日からで

あったということでございます。シートス

なんですけども、町の指定管理者で運営し

ておるところでございますけども、今議会

におきまして補正予算においてシートスの

円滑な再開ができるよう費用の助成の予算

を上げさせていただいております。その金

額につきましては地方創生臨時交付金を財

源として活用できる項目となっております

ので、その辺を活用して町の負担はないよ

うなことを考えております。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  これも国や府、助成金いう形が入ってく

るいうことで町独自、単費ではすごいマイ

ナスが出なかったということで。それと別

にユーベルのほうは町直営になりますよね。

その点に関してはどういうふうに。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  ユーベルについてお答えいたします。 

  ユーベルにつきましても休館しておりま

して、その後自主事業を自粛しておったと

いうことでございます。休館等自主事業の

自粛しておった期間において３月から６月

なんですけども、自主事業はユーベルのロ

ビーコンサートのみ三つだけでございまし

た。これについては出演料を発生しないと

いうふうなコンサートでして、その辺の出

演料等は発生しておりません。ただ、チケ

ット販売収入、これは１人５００円で４５

名が来られたとして３公演で６万7,５００

円と。その辺がもし実施しておって収入が

あったとすればそれぐらいのマイナスにな

る計算にはなるところでございます。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  運営について、これはイベントがあった

場合いうことで、イベントが開かれた場合
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と、今回閉じてたわけですよね。そのとき

の費用、ランニングコストですね。それの

差はどんな感じなんでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  ユーベルの自主事業とその他運営に関す

る収入等の関係ですけども、年間で令和元

年度、前５年ほど、今、資料を持っておる

んですけども、チケットの販売収入と文化

ホールの使用料を合わせても約年間で８０

０万円強の程度でございます。支出が令和

元年度では約、人件費事業、ユーベル管理

事業、自主事業を合わせまして約5,０００

万円ほどの費用がかかっております。差引

きしますと約4,２００万円ほどマイナスと

いうことなんですけども、これにつきまし

ては人件費と文化振興事業を併せましても

出5,０００万円のうち1,２００万円で、管

理事業が3,８００万円と。非常にホール自

体を運営していくのに経費がかかっておる

ということでございます。このようなこと

で自主事業におきましても去年２７事業あ

りましたけれども、なかなかプラスになる

事業はないということで、２７事業のうち

３万円未満のマイナスというのが１６事業

ですか、１５事業ですけども、マイナスが

少ない事業もたくさんあるんですが、なか

なか事業をやっても収益は上がりにくいと

いうところでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  思った以上に維持管理が高くついてると

いうことで、能勢のほうではいろいろなイ

ベントを開いて、割と有名な方が来られた

りとか、落語家さんでも有名な方が来られ

たり、いろいろな歌謡ショーじゃないけれ

どもそういうのをやられてるみたいで、そ

ういうふうに本町のほうも有名な方とか収

益が上がるようなイベントとか、そういう

のは取り組めないんでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  有名な方、テレビとかによく出ている方、

私もユーベル開設当初ユーベルホールにお

りました。全ての芸能人のどれぐらいで呼

べるかという一覧表は、ホールは全て持っ

ております。有名な演歌歌手を呼ぶとしま

すと、多分1,０００万円ぐらい今はかかる

と思います。５００席の講演で２講演やる

と、２講演やったら1,０００席。それで１

万円１人頂きますと1,０００万円になると。

そこでイーブンになるんですけども、あと

チラシ代とか折込代とか、いろいろ要りま

して、マイナスは大きな講演をやるほど、

１万円のチケット代がふさわしいとはなか

なか思わないんですけども、ある程度チケ

ット代を頂かないとマイナスは少なくなら

ないと。またチケット代が高いとなかなか

来てもらえないということもあります。そ

の辺のバランスが非常に難しいというとこ

ろでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  今回、コロナの加減でイベントことごと

く中止になって、ある程度の予算充ててた

分があるので、それこそ１２月ぐらいに物

まねのコロッケさんみたいな、みんなが年

若い方から年配の方まで楽しんでもらえる

方、そういう方を呼んでイベントがはった

らどうかなとは思いましたけども、今の状

況では１万円出してきてくれるかっていう

となかなか難しい点もありますし、またコ
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ロナ対策あれば席の数を減らさなあかんと

なればますますマイナスが多くなってしま

ういうことで、建物自体はいいもので音響

もいいし、成人式ですね、そういうので使

うとはえるしいい場所なんですけども、ち

ょっと費用がかさむので昔にもユーベルを

やめてしまおうかいう話があって、そのと

きに署名運動があったらしく、そのときに

署名も多かったけども、結局、ではユーベ

ルを維持するのにちょっと寄附をお願いし

ますと言えば、何かすごい少なかったよう

に聞いてますけども、幾らぐらいでしたか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  まず、ユーベルが、金額は約１０万円ぐ

らいかなというふうなことでちょっと記憶

ありません。ユーベルにつきましては平成

５年４月にオープンしております。今あり

ました存続廃止存続の件で２０年代の初頭

に議論がありました。町民を初めとするた

くさんの方から署名を頂いております。そ

ういう過去がございます。今、そういう方

からの寄附というのがあれば運営も楽にな

るんでしょうけども、実際の寄附額として

はそれほどないということでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  なかなか運営は町にとっては大変やいう

ことで、ものもいいし、あるものをなくす

いうのはなかなか難しい、行政としては難

しいことというふうにお聞きしてます。ま

た、町長は選挙のときでしたか、既存の建

物を改修して利用価値を上げていこうとい

うそういう考えで、また箱物行政はよくな

いとかいうのを言ってはったように記憶し

てますが、そういう箱物行政的な感じに今

なってるユーベルをどうしたら改善される

か、町長の考えはありますでしょうか。お

聞かせください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  箱物行政が悪いということではなくて、

箱物を新たに作るというのは町財政として

は非常に課題課題が多いと。有効利用をす

るというところですけど、今、議員が御指

摘のとおり、管理コストが非常にかかる、

そして御利用者数が少ないということで、

１人当たりの人数がかけるコストというの

は非常に高い。これはユーベルホールが断

トツですけれども、それ以外のところもた

くさんあるということで、公共施設検討委

員会のところでこれからの将来の在り方も

含めて検討しないといけませんので、そこ

の中でしっかりと議論をし、今後の町民に

対する福祉というところから統廃合も含め

て検討していかないといけないと思ってお

ります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  これから学校の問題や、町長がアレルギ

ーが出るんじゃないかなと思うけど道の駅

いう言葉とか一貫校という、そういうのの

費用いうのはどうしてもかさんでくる。そ

れにつけて運営してるだけですごい額が毎

年出ていくというのは、ちょっと何とかア

イデアがあれば少しでも減らしてもらった

ら、ほかの住民サービスに向上になるんで

はないかとは思います。また、ユーベルは

まだ雨漏りがしてどうのこうのいう、そう

いう問題がないようなので、いいものを豊

かなときに作り過ぎたかなというイメージ

がありますね。音響でも初めにいいのを入



 3－44 

れると次、安物は入れにくいと。そういう

ふうな形でいろいろ費用がかかる、今後維

持管理費というのがかかっていくのが加算

されないように、何とかうまいことまたい

ろいろな使い方、アレンジを考えてみたり

とか、そういうのもまた町長独自でいろい

ろな発想を持っていただきたいと思います。 

  それとあと次に関しては、一応これで私

の一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  以上で長澤正秀議員の一般質問を終わり

ます。 

  議場を換気するため、暫時休憩いたしま

す。再開は１４時といたします。 

（午後１時５０分 休憩） 

（午後２時００分 再開） 

○議長（永谷幸弘君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  次に、高尾靖子議員を指名いたします。 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  日本共産党の高尾靖子でございます。 

  最後の一般質問になりましたけれども、

お疲れではございましょうが、最後までど

うか簡潔ないい御答弁いただけたらと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

  まず最初に届けております教育問題につ

いてなんですけれども、小中一貫教育この

ことについて質問させていただきます。 

  一つ目は、塩川町長は総合教育会議で学

校の再編について、東西に施設一体型の義

務教育学校を設置すると説明されました。

保幼小中一貫教育、東西に１小１中の義務

教育学校を設置については私は否定はしま

せんが、これまでの定例会議で予算計上の

前に教職員、保幼小中学校の保護者、１４

自治会単位、また町政懇談会などで丁寧に

説明することを求めてまいりました。町長

は説明の中で、意見を頂き疑問に答えてど

ういうふうにしたら進められるのか皆さん

と一緒に確認していきたいというふうに答

弁されています。私どもは丁寧な説明を済

ませた上で最終的には総合教育会議で判断

されることを求めています。これが本筋だ

と思います。３月定例会では保幼小中一貫

教育推進事業費予算を修正案で否決しまし

た。この教訓を生かして、説明、予算化の

前に判断すべきではないと思いますけれど

も、この点について町長のお考えを確認さ

せていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  総合教育会議で確認をしたということで、

今まで、１点目の丁寧な説明というのはそ

れを心がけているところです。今、コロナ

の関係でなかなかできませんけれども、順

番に今は保護者の方々のいわゆるＰＴＡの

役員の方々、そういう方々も含めて今後ず

っと続けてまいりますけれども、そして同

時に、一番大切なことは、課題は必ず出て

くる、その課題をどう応えていくのか。ど

のようにしたら課題を少なくして逆にメリ

ット化することができるかということです

ので、そこには我々だけではなくて住民の

方々の御意見も十分あると思います。です

から今、私は東西に２小２中を作る。その

ために今後解決しなければならない問題を

しっかりと協議するということを過去から

申し上げてきました。今回の保護者の方々

も、説明会に参加される以外の方々にも全

て同じ資料をお渡しをして、そして疑問点

でありますとか御意見を書いていただく欄

も作らせていただいてるというところです

ので、それらがまた回答が返送がされてき

たときに、その問題を解決するような形の

動きが出てくると思いますし、それから同



 3－45 

時に地域の方々と今後の新しい学校、新し

い教育を進める上でも十分議論しないとい

けませんので、その中でも出てくると思い

ますので、これは継続をしながら問題解決

していくという形を私の進め方ということ

で、教育委員会のほうそれから教育委員さ

んとも協議をさせていただいているところ

です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  今、総合教育会議で最終判断をしてほし

いと私は言っておりますけれども、もろも

ろ、いろいろとアンケートに答えていただ

くことをしたり、その中でいろいろ課題が

見つかれば慎重に課題を乗り越えられるよ

うに検討されると、その上で判断していか

れるということでよろしいですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  言葉足らずですみません。もう判断はし

てると。それに向かって問題解決をしてい

くということが一番今必要ですので、そう

いう形でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  町長としてはそういうきちっとした前提

を持って進めていかなければならない、そ

ういう立場であると思いますけれども、や

はり予算を立てる前にやりますいうことを

言ってしまういうことは、その問題解決ま

でに既にもうやっていくじゃないかという

ことになりますので、私は１２月いっぱい

までか、今年度中はちょっと長過ぎるかも

しれませんけれども、せめて１月、２月半

ばぐらいまでにはしっかりと説明会をされ

て予算はそんな急がなくてもいいと思うん

です。今年３月に出ました。そのような年

度の変わり目になる予算として出してこら

れたらそれで判断ができるんじゃないかと

思うんですけれども、その点についてもう

一度お伺いしたいと思いいます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  経過も含めて一つの目標を立ててそれに

進む、それに対して問題解決をするという

ことですので、予算もその方針に従ってそ

この中で積み上げてきてるものであるとい

うことですので、後は問題のそれぞれの箇

所がいろいろ出てくると思います。まだま

だ想定できないものが出てくると思います

し、それから同時に学校の中で教育の在り

方それからそれを動かしていく仕組み、そ

ういうものを進めていかないといけません

ので、もう一旦はもちろん今回の８月１２

日のところで方向を示させていただいて、

そして常にその問題解決のためにいろいろ

な形のものが出てきますので、それは最終

的に総合教育会議の中で一個ずつ確認し解

決方法もこうあるべきだというようなこと

も、それから学校運営協議会の中でも出て

くるということですので、そのタイミング

ごとにお知らせをしていくという形で進め

ていきたいというふうに思ってます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  前の前池田町長のことと教育委員会のこ

とをちょっと述べたいと思います。どうい

う状態で決めてこられたというのは御存じ

かと思いますけど、保幼小中住民説明会を

含め説明会は３０回に及んでいる。それ以

上かもしれません。私の数えたところでは
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３０回に及んでいます。開催日に参加者が

ゼロいうところもありましたけれども、そ

れでも少人数でも開催されてきた。これは

評価すべきことだと思っております。今回、

丁寧に説明するとおっしゃってこられたわ

けですから、時間をかけて今年度中に説明

会でしっかりと御意見をお聞きになって、

悔いのない判断をされるべきだと思ってお

ります。町長と教育長の答弁をここでお願

いしたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  議員おっしゃるとおり悔いのない、この

悔いがあると子どもへの負担ということに

なりますので、悔いのないものをつくって

いくと、そのために前に進める議論を大き

く展開をしていきたいというように思って

おります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  説明会のことでございますけれども、説

明会で説明させていただくことももちろん

でございますが、分かってることあるいは

途中の経過、例えば地域とともにある学校

づくりの内容、これを一遍に説明会で御説

明してもなかなか御理解いただけないので

はないかというようなことで、これにつき

ましても「豊能の風」毎月２回発行してお

ります。その中で説明をすると。保幼小中

一貫教育につきましてもそういう形で「豊

能の風」これは町のホームページ、そして

全保護者の方にもお配りをしております。

また町報の中でもそのまとめをお伝えをし

ておるわけですけれども、そんな形で少し

ずつ御理解いただけるような形で情報の発

信に努め、そしてそれらをもとにして分か

ったこと、進めようとしていることにつき

まして説明会で御説明をしていると。とり

わけ保護者の方につきましてはコロナの対

応のこともございましたので、ＰＴＡの役

員さんと御相談の上、今回は役員さんのみ

にさせていただいておりますけれども、ま

た次、新たな具体的なことがまとまってま

いりましたら、コロナの状況等も十分踏ま

えながら、説明会、実施はしてまいりたい

というように思っております。もちろんそ

の前には議会の皆様方、そして学校、そし

て保護者の皆さん、地域の皆さん、全てに

説明をし、いろいろな角度から、今もたく

さん意見を届けていただいております。頂

いた意見は集約いたしまして、回答を添え

てホームページ上に掲載をする予定をして

おりますので御理解いただきたいというよ

うに思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  現時点でも取り組んでおられるというこ

とには本当評価したいと思います。それで、

もう一度、前教育長の答弁をここでちょっ

と御紹介いたしますけれども、柔軟な考え

方があったわけですね。それは意見を集約

し、今おっしゃったような意見を集約し、

町長部局とも相談しながら方針について判

断していきたい。次の定例会ではこういう

答弁もありました。最もよい案を出したつ

もりですけれども、皆さんの御意見が大多

数いろいろ問題があるという、よくないと

いうことであれば、また町と協議させてい

ただくというふうな柔軟な答弁をされてお

ります。最初から全部決定的にされるいう

ことじゃなくて、本心は決まっておられる

のはそれは当然だと思いますけれども、町
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長の方針でいかれるんだと思いますけれど

も、しかし予算を取ってしまってから進め

ていくとか、そういうことがないように、

ぜひ住民の理解が得られるような方向で進

めていただくいうことが一番大事かと思い

ます。まずその点について強く申し述べて

おきたいと思うんですけれども、その点に

ついて何かございましたら、御答弁ありま

したら・・・ 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  御要望を承りました。これまでも一つの

ものをつくり上げる、そこでの問題点とい

うのがいろいろな形で出てきますので、そ

れはその段階のところで順番にいわゆる前

に進めるような形を取っていかないといけ

ません。今まだ想定できない問題も出てく

るかも分かりませんから、その手順をしっ

かりと押さえながら進めるという決意でご

ざいますのでどうぞ御理解ください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  説明会の中で運営協議会も含めてそこで

協議されて、それぞれの要求が出てくる場

合、前回バスなんかの要望も出ておりまし

たけれども、それは財政的に大変だからい

うことで先ほど御答弁されておりますけれ

ども、協議会の中ではそういう予算を伴う

ような問題も抱えてやっぱり協議していか

ないといけない問題もあると思いますので、

その点は柔軟に皆さんの御意見を踏まえて

検討されるということでよろしいでしょう

か。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  予算執行に関して、私とそれから町政部

局も含めて、一つこれから持続可能な町の

ところで維持するためには３５億円、あと

はその中でどれだけ交付金が頂けながらと

いうように過去からもお知らせしておりま

す。その枠内の中で何が一番得策なのかと

いうのは、それは我々は最良の案を出して

いるつもりですけれども、そこの中には改

善すべきところも出てくるかも分かりませ

ん。そういうのはしっかりと常に協議をし

ながら進めていくという形を取っておりま

すし、これからも取ってまいりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  丁寧に進めていただきたいと思うんです

けれども東西の現校舎のことですけれども、

最大限活用して当初の改修費用ですね、総

額４５億円とおっしゃってましたけども、

１０億円減らして３５億円をめどに減額す

るという説明をされております。コロナ対

策を今、求められている中で、不足のない

効果的な校舎にするためにどのような工夫

がなされるのか、その点は具体的に何かお

考えなのかお聞きしたいと思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  お答えさせていただきます。 

  本年３月の予算特別委員会において資料

を提出させていただきまして、あのとき東

西で４５億円いうふうな資料を出させてい

ただいて説明させていただきました。この

中には東能勢中学校の外壁改修、体育館の

屋根改修や給食棟の増築などの予算が入っ

ておりました。しかし使えるところはその
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まま使おうということで、令和８年度まで

にしなくてよい工事については改修時期を

延ばすことにし、他施設を利用できる内容

の工事は削除しているというところでござ

います。西地区につきましては校舎、体育

館、プールの改修内容の精査を行っていま

す。現在、東西それぞれの工事の合計額が

３５億円程度となるよう町で工事・内容の

精査を進めています。コロナ対策というこ

とで、その内容ですけども、具体的にはま

だ工事の詳細な内容は決まっておりません。

しかし学校での今後の教育にとって必要な

設備を整えていくというふうなことを念頭

に考えていきたいというふうに考えており

ます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  これからまた細かいことをちょっとお尋

ねいたしますが、２０２１年度から先進的

に５・６年生を中学校で学べるようにする

ということをおっしゃっておりますけれど

も、今の中学生と同様の教育体制になるの

かどうかお聞きいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  お答えします。 

  ２０２１ではなくて再来年ですので２０

２２年もしくは２０２３年、令和４年もし

くは令和５年ということで、総合教育会議

でも確認しております。その年度に東能勢

小学校の５・６年生を中学校で学ぶように

するという方針なんですけども、小学校の

教育カリキュラムの中で中学校校舎を活用

しての学習となります教科担任制を授業で

行うこととしますが、授業時間につきまし

てはすぐに中学校の５０分授業にするので

はなく、順次合わせるようにするなど急な

変化となり子どもへの負担が少しでも少な

くなるようその辺は進めていきたいという

ふうに考えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  どの程度のことになっていくのかいうの

はまだこれからなんだと思うんですけれど、

もこの拡充ですね。５・６年生を中学校に

上げていくいうことでの授業なんですけど

も、これが各自治体の判断で専門性を持つ

先生ですね、教員を確実に課題にのせない

と、教職員の不足っていうことで大変現場

が困るということになると思っております。

そのためにコロナ禍での教員確保が求めら

れているんですけれども、その対策につい

てどのようにお考えなのか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  中学校へ５・６年生が先に東地区で行く

ことになるということですけども、中学校

に小学校から行く教員に関しましては、

５・６年生の担任、支援担当など担任以外

の教職員合わせて中学校へは四、五名の教

員の配置を予定しておるところでございま

す。小学校や中学校に負担がかからないよ

う、校長、教頭や教職員の意見を伺うこと

や、各学校の人事ヒアリングで聞き取りも

含めて総合的に判断していきたいというふ

うに考えております。既に校長先生や教職

員への説明会は終わっております。またこ

れからもするんですけれども、また今日も

夕方から教職員組合のほうと話合いを持つ

ようにしております。その辺十分負担かか

らぬよう話合いを進めて、進めていきたい

というふうに考えております。 
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○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  クラブ活動などはどういうふうになりま

すか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  ５・６年生が中学に行った場合のクラブ

活動ですが、クラブ活動も一緒にするとい

うことになりますが、体力的な問題、体格

ですね、その問題もありますので、どの学

期から行うのか、また５・６年生行きます

ので６年生だけ行うのか、その辺について

も十分検討していきたいというふうに考え

ております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  その点、小学生と中学生の違いというの

があると思いますから、専門的な知識のあ

る人の意見もよく聞いて、子どもたちに無

理のないように、そして伸び伸びとやっぱ

りクラブもできるような、そういう体制を

つくっていってほしいと思うんです。 

  コロナ禍の中で校舎、教室、児童生徒に

とって休校のリスクを減らせることや学び

を保障することができるような配置、配慮

が重要だと思います。この間、全国知事会、

全国市長会、全国町村会が政府に少人数編

成を可能とする教員の確保など要請してお

ります。また、全国の小中校特別支援学校

の４校長会も、４校の校長会も文部科学省

に少人数学級を要望しています。全日本教

職員組合が２０人以下学級を目指すインタ

ーネット署名を開始しています。教育者有

志日本教育学会教員を増やして４０人学級

の見直しを提言しております。私どもの党

も早くからこのことについては取り上げて

運動しているところでございますが、こう

した世論に押されて、今、政府、文部科学

省は新型コロナ感染症拡大を踏まえ、少人

数学級を可能とする指導体制や施設整備を

推進しようということを言っております。

本町においてもこの機会に少人数学級や教

員を増やすいう要求をしっかりやっていく

べきだと思いますけれども、今、御答弁も

ありましたけれども、この点についてもう

一度お伺いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  お答えします。 

  小人数学級の件ですけども、新型コロナ

ウイルスに伴う三密の対策としまして、小

中学校での少人数指導体制の整備が７月１

７日に閣議決定された経済運営の指針、骨

太の方針に盛り込まれております。豊能町

は新型コロナ感染症拡大防止の関係で学校

再開時には分散登校や１学級当たりの人数

制限を行うよう大阪府教育委員会の通達に

より対応してきたところでございます。本

町は４小２中において１学級当たりの児童

生徒の人数が２０名前後で、一部の学校学

級を除いて通常の授業を進めることができ

ました。本町の今後の児童生徒の人数の推

移を見ると、統合後も文科省が提唱する３

０人程度の少人数学級に近づくことになり

ます。西地区も１学年２クラスになること

によりその人数に近づくことになりますの

で、学校再編時におきましても保幼小中一

貫教育を推進していく施設整備というのを

行っていきたいというふうに考えておりま

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 
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○１０番（高尾靖子君） 

  １校１００人以下が理想的な構成という

ふうに世界的にも言われております。そう

いう中でやはり子どもたちが伸び伸びと行

き届いた教育を受けられるような、今のコ

ロナ禍の中で体制を築き上げることが重要

だと思います。その点を踏まえて今後に当

たってほしいと思います。 

  それで学校給食調理室のエアコンの設置

などについては一般会計でつけられており

ますので、これを評価したいと思います。 

  西地域のこども園の在り方について、先

ほどもありましたけれども、民営化という

ふうな、パークアンドライドのことをおっ

しゃっておりましたけれども、こういう民

営化ではなくて東地域と同様に町立で行う

べきではないかというように思っておりま

す。そのことについてはどのようにお考え

でしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  西地区のこども園ですけども、平成２０

年１０月に、就学前施設の件につきまして

豊能町教育委員会から提言を受けた、これ

からの豊能町の保育所、幼稚園の保育・教

育施設の在り方についての提言ですけども、

この中では就学前教育の継続性、安定的供

給と質の維持を考えた場合、今後も公立施

設として存続することが望ましいという内

容で出ておりました。このようなことから、

平成２３年度に２保育所３幼稚園から、全

て公立で１保育所、１幼稚園、１認定こど

も園に統合しました。しかし提言から１２

年が経過しておりまして、近隣市町村も就

学前施設の民営化を順次進められておりま

す。それで本町では今後どうするかという

ことなんですけども、本町では近隣市町の

民間の保育所、こども園の状況や保護者へ

の保育サービスの内容について、現在情報

収集をしております。将来の乳幼児数の推

移、新たなこども園を設置する場合の町財

政の負担など、町部局とも協議を行い、公

立で運営する施設また民営で運営する施設

どうするのか、その辺については検討を進

めていきたいというふうに考えておるとこ

ろでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  民営化といっても、これまでいろいろと

企業誘致、池田町長時代から企業誘致もさ

れてきましたけれども、なかなか豊能町に

は来てもらえないような状況が生まれてお

ります。中山間地という風光明媚なところ

ではあるんですけれども、出生率が低いと

いうそういうことも多分捉まえてなかなか

来ていただけないんじゃないかなというふ

うに思います。今回出ております条例でも

豊能町には存在しておらないというような

施設までやっぱり条例で出てきているよう

な状態で、大変困難であると思います。町

営で町立だからこそ皆さんが安心して通え

る幼児期の保育いうのが大事だと思ってお

りますので、その点で東地域と同様の状況

があればこそだと思いますので、その点十

分検討というか、民営化じゃなくて町立で

進めてほしいというふうに私は強く求めて

おきたいと思います。その点よろしいです

か。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  就学前施設の公立でやっていくか民間で

やっていくかという問題ですけども、まず

親が安心して預けることができる施設とい
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うのが一番の条件だと思います。安全にそ

して円滑に保育所を運営していくと、その

点を第一に考えまして、また、それは大事

なんですけども、町の財政、昨年度生涯学

習関連施設につきましては個別施設計画を

つくりました。また、今年度につきまして

は小中、幼稚園とかその辺の施設の計画も

つくります。その辺も十分踏まえ、また公

立でこのまま存続していくのか、また民間

のいいところを入れられないのか、その辺

は十分検討していかなくてはいけないとい

うふうに考えておるというところでござい

ます。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  よく練っていただいて、やはり東地域と

同じような対応ができるようにぜひ進めて

いっていただきたいと思います。それは強

く要望いたします。 

  次、暮らしと福祉、医療、まちづくりに

ついて聞いていきます。 

  今、新型コロナの問題があちこちで起こ

って大変な状況でございますけれども、新

型コロナで暮らしや営業が大きな被害を受

けているさなかでございます。国民健康保

険料が値上げ、そういう中でされておりま

すが、国保料府内一本化２０２４年へ向け

て６年間の経過措置中は激変緩和により値

上げは抑えられるとのことだったんですが、

今回また値上げされておりますが、その状

況について、理由はどうなのかお聞きした

いと思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  ６年間の経過措置は値上げが抑えられる

と理由、これはどういうことかというふう

な。だと思います議員御承知のとおり、国

保の都道府県化は国保の赤字体質の財政基

盤を強化するという、この目的で進められ

てきてございまして、大阪府では全国に先

駆けまして全ての府内市町村が統一保険料、

統一減免制度とすることを決定して、現在、

制度改革を進めているところでございます。

しかしながら保険料率を統一するというこ

とで、府内市町村の中には保険料が急激に

上昇するというような市町村も出てまいり

ますので、一気に全て統一保険料にすると

いうことができないということから、これ

を回避するということで、大阪府では令和

５年度までの、議員御質問のとおり６年間

経過措置を設け、できるだけ緩やかな上昇

を図るために大阪府独自の激変緩和措置を

取ることで上昇を抑えているということが

一つでございます。 

  それからもう一つ、本町におきましては

大阪府の激変緩和措置に加えまして町独自

の施策といたしまして、基金積立金や繰越

金の活用をさせていただき、さらに急激な

保険料の上昇を抑えているところでござい

ます。本町といたしましては引き続き本町

独自の激変緩和を進めていきながら、令和

６年度には府内統一の保険料率、府内一元

化に向け取り組んでまいりたいと考えてご

ざいます。なお、減免等につきましては新

たに新型コロナウイルス感染症の影響によ

る保険料の納付が困難となった方につきま

しては、徴収猶予や減免の措置による支援

を講じているところでございます。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  ６月に議会で定例会でお聞きしたときに
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は、コロナの減免については送付に一緒に

入れていう答弁がありましたので、それは

安心しますけれども、しかし６年間の経過

措置といえども、これ毎年上がってるんで

すよね。それがやはり仕事が大変だという

ような状況の人がいっぱいおる中でこれが

本当に救済できることになるのかどうか。

一般会計は繰入は府から抑えられてますよ

ね、入れたらあかんというふうに。そうし

たら基金いうたってもうないですよね。そ

れをどのようにそれじゃあカバーするのか

いうたら、結局値上げしかないということ

になるんですよ。その点お聞きいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  議員おっしゃいますとおり、一般会計か

らのルール以外分については国保特会には

入れることはならんということで大阪府か

らの通知も出てございますし、府内の全市

町村、令和６年にはそれはもう全部撤廃す

るというような方向で来ております。です

のであとは国民健康保険の加入者の相互扶

助でその保険料を賄うということになりま

すので、どうしても本来の姿に戻るという

ことになってまいりまして、保険料が上が

るということと、それから要因といたしま

しては昨今の医療の高度化それから高齢化

これらも含めて年々医療費が増加している

ということもございますので、どうしても

医療保険については、国民健康保険だけで

はなしに全ての医療保険については上がっ

てきているというところでございますので、

相互扶助ということで御理解いただきたい

と思ってございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  相互扶助というものは便利な言葉でどう

しても皆さんからやっぱり徴収していくい

う、そういう問題になっていると思うんで

すね。本当に困った人については最終的に

は町長の判断で免除するとか、そういうよ

うなことになると思うんですけども、それ

は今もできるいうことでよろしいですか、

町長の判断で。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  今、議員がおっしゃられましたとおり、

最終的に非常に経済的に困窮されていると

いう方につきましては、今回のコロナにつ

いても追加させていただきましたけれども、

今までも大阪府内、全４７市町村が一緒に

減免の制度を持っておるわけですけれども、

これからもその制度については活用させて

いただくということになってございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  高齢化している豊能町ですので、年金は

減らされて年金は上がらないですからね、

絶対に。もう年金は減らされてばっかりで

す。だからほかにそういう上がるものがど

んどん、消費税も１０％になっております

し、上がるものばっかりになってやはりし

んどくて、若い人がなかなかそうしたらこ

こに住もうかいうてもなかなか進めない状

況にあるわけですね。やっぱりまだ親はし

っかりしてる、年金はしっかりしてる、も

らってる人もいてはりますけれどもね。そ

れでもそんなすねかじりばっかりはしてら

れへん。そういうところでの問題として国

にまた要請して、きちっと、この大阪府都

道府県化になったからそれできないのかど
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うか分かりませんけれども、でも全国知事

会では１兆円でしたかね。１兆円国保に出

しなさいいうようなことを要望してますよ

ね。そういうところでの期待感もあるんで

すけれども、それをやっぱり後押しするよ

うな町村長会などでやはり頑張ってもらい

たいなと思うんですけれども、その点はい

かがでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  おっしゃるとおり、市町村長会もそれか

らそれぞれの団体のところも含めて、国へ

の要望というのはこの中だけではなくて、

防災も含めて、住民の皆さんの安心・安全

そして生活ができるというところについて

はたくさんの項目を上げながら出してます。

それは町村長会の中でも行政部会であると

かそういうところをつくって、協議の上組

み立てております。それらをしっかりと国

のほうには要望させていただいてますので、

引き続き要望を続けてまいりたいと思って

おります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  その点はどうぞよろしくお願いいたしま

す。 

  次、いきます。２番目なんですけれども、

コロナばっかりですね。新型コロナ対策で

町民の命と暮らしを守る手だてとして、保

険証を介さないでＰＣＲ検査など抗体抗原

検査とか、抗体ですね、など、かかりつけ

医などが判断し、この地域外来、検査セン

ターを紹介する仕組みで検査が受けられる

ように、あちらこちらで今そういうことが

進められております。８月中に府内で３６

か所、もっと増えているかもしれませんけ

れども見込まれてるということを聞いてお

りまして、保険適用による検査実施医療機

関では府内２２１か所で、またいずれも自

治体と行政検査の委託契約を結んで検査を

行ういうことになっておりますが、町はＰ

ＣＲ検査の実施などは検討しようかという、

そういうお考えはありませんか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  お尋ねの、本町においてＰＣＲ検査の実

施を検討してはどうかということでござい

ますが、まず行政検査というものはどうい

うものかと申し上げますと、先ほど議員が

おっしゃいましたように、行政機関とそれ

から契約をするということになるんですが、

大阪府の場合、大阪府とそれから府内町な

かのクリニックが契約をして、その委託契

約をすることによって保険料の適用が受け

られると。受けるものは３割負担で済むと。

この３割についても今は大阪府が負担をし

てて、無料で受けれるというようなことで

ございますので、豊能町に置き換えますと

豊能町内の何とか内科とか何とか医院とか

が直接大阪府に申請をして、大阪府が現場

を確認して、これならＰＣＲ検査ができる

なということで契約を結んで、そこの何と

か内科とか何とかクリニックをかかりつけ

にしておられる患者さんが来られて、疑わ

しい方についてはその主治医が検査をして

するということですから、そこに保険証は

介在しないというようなことを行政検査と

申し上げていると承知をしてございます。

その上で申し上げますと、議員の御質問の

中では、町というよりか本町も町立の国民

健康保険診療所を持ってございます。そこ

でできないかというような御質問かと思っ
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てございます。検査をするにはもちろん条

件がございまして、患者の動線の区分の明

確化それから診療室の区分の明確化それか

ら医療従事者の十分な感染対策を講じてい

るかなどの様々な整備が必要となってまい

ります。しかしながら今のところ国保診療

所では、今議会で動線を分けるための改修

工事の補正予算をお願いしておる。そうい

うことも含めましてまだ十分に整備ができ

ていないということ。それから検査に当た

りましては内科医院が検査を行うわけでご

ざいますが、国保診療所の場合、御存じの

とおり内科医師の正職員ではなく派遣の医

師をお願いしているということで、派遣元

との調整が要るということで、それらの条

件整備が必要になってまいりますので、国

保診療所でのＰＣＲ検査の実施につきまし

ては直ちにというところは、今、考えてご

ざいませんが、今後、公立の診療所として

地域の医療機関ということもございまして

その役割を果たしていきたいと考えてござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  コロナ対策の補正予算なりが国から下り

てきておりますので、まだ、もう全部組み

込まれているかもしれませんけれども、そ

の対策に費用も生じるいうのは1,０００万

円近く要るのかどうか分かりませんけど、

高齢化している町民としてはそういう心配

をなさる方が大勢おられます。デイサービ

スなんかに通っておられる方などはいち早

くそれをやっぱりやりたい。何か一回受け

るのには保険証とか介さずにしようと思っ

ても個人的には３万円ぐらい要るっていう

にふうに聞いてます。それを豊能町が、本

当に受けたい人があるならば２分の１負担

でもしようかと、そういうふうな条件があ

れば皆さんが多少なりと、１/２でも１万5,

０００円高いんですけどね。受けていくい

うような体制ができるならば、それも一つ

の方法かなと思うんですけれども、まず診

療所の機関でできるようにしていくという

のが一番安心かなと思いますので、早期実

現に向けて進めていただきたいなと思いま

すのでよろしくお願いいたします。 

  ２回目は、今回補正では６５歳以上の方

が無料でインフルエンザの予防注射、接種

を受けられるいうことでは、大変皆さん肺

炎なんかが心配なので大変そういうことは

ありがたく思われると思いますし、私ども

もありがたいなと思います。ＰＣＲ検査に

ついては、今、言いましたように、やはり

個人の負担が大きいから、高齢者が安心し

て暮らせるようにしていっていただけるい

うことを期待して、この件は一応終わらせ

てもらいます。 

  次の地域公共交通のところにいきます。 

  ８月、バス料金が値上げされて、公共交

通会議で値上げされるいうことで賛成多数

で決まったわけなんですけど、１日何人乗

れば赤字が解消するのかなと、そういうふ

うなことをあちこちの小さな自治体ではそ

ういうことが起こってるようです。値上げ

されて大変だという。１日何人乗ったら赤

字解消できるのかというようなことは出て

こないんですよね。そうすると初乗りの料

金が実質値上げされてくるいうことになる

んですよね。豊能町としては優しいまちづ

くりにいうことをスローガンに上げておら

れるし、それにちょっと矛盾を感じるなと

いうふうに思っておりますが、町としては1,

０００万円の補助を出しておられると思う

んですけど、これはこれに対して国の補助

は出ていると思うんですけれども、それを

確認したいと思います。国から補助金とい
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うのは出ておりますか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今、議員の御質問は豊能西線に国のお金

が入っているかという御質問ですが、実際

入っておりますのはリレー便とデマンドタ

クシーのほうでございまして、こちらの方

には特別交付税が入っております。1,５０

０万円程度入っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  阪急さんのほうに補助金出しているのが

カバーできているというふうには思われる

のでちょっと安心しましたけれども、実際

は路線のほうで西線のほうでは値上げされ

てるいうことなので、この点すごく残念だ

なと思っておりますが、病院へ通う方は中

止々呂美まではやはり今までと同じ２５０

円、初乗りの２２０円とかそういうことに

なるんでしょうか。その点ちょっと確認し

たいのと、それから東西のバスで割引がそ

のまま継続されてるのかどうか聞きます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  以上で、高尾靖子議員の一般質問を終わ

ります。 

  以上で一般質問を終わります。 

  この際、暫時休憩いたします。再開は１

５時０分といたします。 

（午後２時５０分 休憩） 

（午後３時００分 再開） 

○議長（永谷幸弘君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  日程第２「第６１号議案から第６８号議

案」及び「第１号認定から第６号認定」ま

でを議題といたします。 

  これに対する総括質疑を行います。 

  質疑内容は、それぞれ各常任委員会及び

決算特別委員会に付託いたしますので、大

綱のみをお願いいたします。 

  なお、御承知ではございますが、「質疑

は、議題になっている事件に対して行われ

るものでありますから、現に議題になって

いなければなりません。また、議題に関係

のないことを聞くことができない。」この

ように規定されておりますので、その点、

十分御協力頂きますようお願い申し上げま

す。 

  初めに、第６１号議案から第６８号議案

までの８件に対する質疑を行います。 

  ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  次に、第１号認定から第６号認定までの

６件に対する質疑を行います。 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  ５番・管野英美子でございます。 

  議会の議員の手を離れてしまった補助金

についてお尋ねをします。ちょっと例を挙

げて、後は詳細は決算委員会でやっていた

だきたいんですけれども、決算書の１０５

ページの下から３行目、一般質問でも少し

触れましたけれども町社会福祉協議会の補

助金2,３１１万8,０００円です。こういう

補助金は決算をどのようにされてるのか。

私たちの手には何も見えてこないんですが、

どのようになさっていますか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  全般ですね。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今、例示で社協のことをおっしゃいまし

たけれども補助金全般についてお答えを申

し上げます。このような団体の補助金につ
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きましてはそれぞれ担当課が補助金の交付

申請書に基づいて交付をいたしまして、年

度末もしくは事業が終わったときに実績報

告書を決算書と一緒に頂きます。それを審

査をいたしまして適切であるということに

なれば、今度最後に補助金確定通知という

ものを出すというような、そのような流れ

になっておりまして、過不足があれば清算

もしていただくと、このようになっており

まして、あと監査委員さんが補助団体監査

というものをなさることがございまして、

毎年ではないんですけど、何年かに一回は

監査もなさっていただいております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  今、例を挙げました社会福祉協議会は町

から理事さんも出ていらっしゃいます。ち

ょっと心配なのは、１２７ページ、シルバ

ー人材センターなど理事を撤退されたとい

う、そういうところです。自治会とかはこ

この中にも自治会員がいるということで、

そういうのは安心なんですけども、その辺

りはちゃんと精査されているんでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今、社協、シルバー、自治会、三つおっ

しゃっていただきました。社協は町の理事

入っておりますけども、シルバー人材セン

ターはもう今、町の理事はおりませんので

町の目は届かないといいますか、あくまで

も理事以外の目で補助金を交付する団体と

して審査をしてるというようなところでご

ざいます。自治会につきましては１４自治

会ございますので、それぞれについて審査

をした上で交付をしているというような状

況でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  これはまた決算委員会で個別に当たって

いただきたいんですけども、シルバー人材

センターについてなんですけど、一度総会

で出たことがあります。ちょっと揉めてい

たということもあるんですね。予算上げて

くれとかね。そういうことで担当課としっ

かり話し合っているのかお聞かせいただけ

ますか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  高木都市建設部長。 

○都市建設部長（高木 仁君） 

  シルバー人材センターの補助金でござい

ますが、今年度からうちのほうの所管にな

りました。前年度の補助金の、先ほど内田

部長が申し上げたように、前年度の事業実

績について私どものほうでは関与しており

ませんでしたのでそこは詳しく分かりませ

んが、今、補助金を交付する手続までは済

んでおりまして、こういう事業に基づいて

シルバーとして事業に取り組むということ

で今、補助金交付しておりますが、その交

付する際に予算が足りないから、そういっ

た話は私の耳までは届いてないという状況

でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  総括質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  第１号認定から第６号認定までは、６名

の委員をもって構成する決算特別委員会を

設置し、また第６１号議案から第６８号議

案は、お手元に配付いたしております付託

表のとおり、各常任委員会及び決算特別委
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員会にそれぞれ付託の上、審査することに

したいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、第６１号議案から第６８号議案

及び第１号認定から第６号認定までは、お

手元に配付いたしております付託表のとお

り、各常任委員会及び決算特別委員会にそ

れぞれ付託の上、審査することに決定いた

しました。 

  ただいま設置いたしました決算特別委員

会の委員の選任については、委員会条例第

７条の規定により、決算特別委員会委員に、 

  中川敦司議員。 

  寺脇直子議員。 

  井川佳子議員。 

  秋元美智子議員。 

  高尾靖子議員。 

  川上勲議員。 

  以上６名をそれぞれ指名いたしたいと思

います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、ただいま指名いたしました６名

の議員を、決算特別委員会委員に選任する

ことに決しました。 

  ただいま選任いたしました決算特別委員

会委員の互選により、委員長に井川佳子議

員、副委員長に中川敦司議員が選出されま

した。 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた

しました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  次回は、９月２５日午後１時より会議を

開きます。 

  本日は大変に御苦労さまでございました。 

 

散会 午後３時０７分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 

第６１号議案 豊能町税条例改正の件 

第６２号議案 豊能町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営 

       に関する基準を定める条例改正の件 

第６３号議案 豊能町重度障害者の医療費の助成に関する条例等改正の件 

第６４号議案 豊能町指定居宅介護支援事業者の指定並びに指定居宅介護 

       支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例改 

       正の件 

第６５号議案 豊能町農地及び農業用施設災害復旧事業の施行について 

第６６号議案 令和２年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定補 

       正予算（第２回）の件 

第６７号議案 令和２年度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算（第 

       ２回）の件 

第６８号議案 令和２年度豊能町一般会計補正予算（第６回）の件 

第 １号認定 令和元年度豊能町一般会計歳入歳出決算の認定について 

        

第 ２号認定 令和元年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳出 

       決算の認定について 

第 ３号認定 令和元年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定歳 

       入歳出決算の認定について 

第 ４号認定 令和元年度豊能町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の 

       認定について 

第 ５号認定 令和元年度豊能町介護保険特別会計事業勘定歳入歳出決算 

       の認定について 

第 ６号認定 令和元年度豊能町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 

       について 
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  以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    令和  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員 １２番 

 

        同    １番 

 

 


